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ほ く は どこ か ら 来 た ん だ ろう 
壮 い 風 が 吹く と ころ 

ぼく は どこ へ 行く ん だ ろう 
白い 雲 が た どり つく と ころ 
だ か らき っ と … 

夢 を 見 た ら 起 きら れる 
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送 か ら 覚め た クロ ノア は 

突然 、 兵士 に 王宮 に 巡行 され 、 

風 秋 ジ リア ス に 捕まっ て し まう 。 
な ん と 、 ご この 帝国 で は 

夢 を 見 る こと が 禁じ られ て いた の だ 。 


紀 : 剖 


脱 










クロ ノア は 症 反 の 
4 の 局 物 を 個 す た め に 、 
ご が どこ か 知る た め に 、 
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隔 8089 や 、. 選 義和 和 2 
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1 ーー ーー 6 ジ が り モリ 2 中 / ゴ も 2 5 7 さる yp 
4 ン で トー ヒコ ar- 三 。 は o ニ ミー セ ケル バル ーー $ こ う 。 1 








KLONOA 


クロ ノア ご 


光貞 て 坦 て いた 講 肖 に 捕まっ で し ま 
う 、 夢 を 大事 に する 男の子 凛と し て 、 病 国 
内 で 暴れ て いる 4 匹 の モ シス ター ー を 倒す 旅 に 
出る こと に ……。 風 を 操る 力 を 持ち 、 手 に 持 一 
つ リ ング か ら 「 風 玉 」 を 出す こと が で きる 。 


HUEPOW_ 


ヒュ ー ボ ー 


リン グ に 着る 妖精 で 、 ク ロ ノ ア の 出 の を 
増 貫 させ る を 持っ そい る 。 その パワ ー で モ 
ンス ター を ふく ら ま せ 、 無力 化 さ せ て し まう 
_ こと も で きる 。 ' い つも クロ ノア と 一 緒 に いて 、 
クロ ノア の 冒 出 を サポ ー ト し て くれ る 。 




















思 れ な い 畠 | 


JILLIUS 


ジリ アス 


「 骨 れ な い 閉 ] に か か っ て お り 、 
一 帝国 中 に 夢 を 見 る こと を 禁止 する 








命令 を 出し た 。「 夢 は ハラ の 足し DO 
1 に も な ら な い 」 と 、 帝 国 に 迷い こ の 
ん で 夢 を 見 て いた クロ ノア を 捕 ま こう 
え 、 処 刑 し よう と さえ し た の だ 。 〇 
年 

や 

2 

タ 

| 

紹 
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罰 連 帝 の 腹心 


BAGQO 


| バク ウ 


上 で 泊 を 務め る ジリ アス の 肌 。 クロ ーー 

| ノア を 交 請 する か わり に 、 街 で 茜 れ て いる 4 

三 の 筐 物 を 退治 し て くる よう に と 命じ る 。 

| 「 其 を 見 る こと の お ろか さがわ か る だ ろう 」 
と 語り 、 夢 と いう も の を 定 し て いる 。 














各 ビジ > ョ ン で 登場 する モン スタ ー た ち を 、 紹介 し て お こう 。 
それ ぞ れ の 特徴 を し っ か りつ か ん で 、 上 ま に 利用 し よう 。 





MOO 














「 ク ロ ノ ア 」 シリ ー ズ で は 、 も っ ども な じみ 
の 深い モン スタ ー 。 通路 を ヒ ョ コ ビ ョ コ 歩い 
て いて 、 、 簡 測 に 購 玉 で 縛 ま える こと が で きる 。 
気性 は 穏やか で お と な し い 。 


\ 
V 


ー ト コト 避 靖 いて 
いる モン スズ スター に 
叶 近づい て 、 風 科 を 
| 発射 し よう 。 ほぼ と 
唐 | ん どの モン スタ ー ^、 
を 捕まえ る こと が 人 
で きる 。 







瞳 較 一 立 中 介 OISV 


| モン スタ ー が 消 
浅 す る と 、 次 元 の 
上 。 | 穴 か ら 次 の 1 匹 が 一 

剛 率 び 中 し て くる 。 





MOO BOARDERS 


| ムウ ボ ー タ ダー ズ 


滑る こと が 大 好き で 、 クロ ー ト ボ ー ド に 乗 
っ て 道 を 滑 走 し て いる 。 クロ ノア が 近づい て 
も 、 滑る こと に 夢中 な の で まっ た く 気 づか な 


_ い 。 各 ワ ー ル ド の ビジ ョ ン 4 に 登場 する 。 











FLYING MOO / 


フラ ムウ 


手 が 羽 に 進化 し て 、 医 を 
雲 べ る よう に な っ た 人 ゥ 内 
講 に 低空 を ゆっ くり と 飛ん 
で いる 。 力 は あま りな い の 

er 

量 に すく に 落ち て 、 
し まう 。 ーー 





/ BOOMIE 


ブッ ヒ イ ィ 


は っ まっ 


人 か 折 賃 で で き て お り 、 捕まえ る と カ 
ウン ト ダ ウシ を 開始 し 、 カウ ント が 0 に な る 


EE く は 


と 爆発 し て し まう 。 他 の モン スタ ー や スイ ッ 
チ に が つけ る と 、 す ぐに 爆発 する 。 


ジン ッ ピ ィ に 羽 の 
生え た 、 佐 空 を 飛 
べ る 「 フ ラブ ッ ピ 


ィ 」 も 登場 する 。 








上 図 一 yV 中 但 つ ISV 
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テッ ト : 
甘 に 頭上 の プロ ベラ を 問い て 、 空 に 浮か ん 
で いる 。 風 玉 で 捕まえ る と 、 少 し の 間 空 中 を 
革 動 する こと が で きる が 、 最後 は タロ ノア の 
詩 さ に 耐え それ ず 、 は じ け て 消え て し まう 。 














ら つ の 礼 門 か ら 大 箇 を 撃 
っ て くる 。 一 度 撃 っ た あと 
は し ば らく な に も で き な い 
の で 、 タ イミ ング を 計り さ 
えす れ ば 、 怖 く な い モ ンス 
ター だ 。 も ちろ ん 、 風 玉 で 
ン 簿 まえ る こと が で きる 。 








SPIKER 


ササ ルン 


人 中 を 思っ て いる 、 全 喘 が 鉄 で お お われ た 
モン スタ ナ 。 風 玉 が きか な いう え に 、 壊 すこ 
と も で ぎ き ぎ ない 。 し か し 、 ハ コ で 押さ えつ ける 
と 、 重信 に 前 えさ れず に 落下 し て し まう 。 









過 図 一 立 ば 中 価 う ISV ヨ 


MEGA SPIKER 


メガ ササ ルン 


ササ ルン が 価 僅 に も 大 きく な っ と 姿 で 、 ど 
ん な 攻撃 に も びく と も し な い 。 ワー ルド ? 以 
降 の ビ > ジョ ン 4 に 登場 する の で 、 ジ ジャ ンプ 台 
な ど を 利用 し て 上 手 に 避け て いこ う 。 



































十字 ボタ ン を 押す こと で 、 ク ロ ノ ア は 移動 
る 。 基本 的 に は 、 左 右 で 進行 方 向 を 決定 、 
下 で 階 彼 や ロー プ の 共 り 降り を 行う 。 

ご お 、 湯 ワ ー ル ド の ビジ ョ ン 4 で は 、 ク ロ 





叫 


ノア は 自動 に 進ん で いく 。 その た め 、 
タン で の 操作 は 不要 と な る 。 


ー 平 地 の 移動 は 、 
ーー 十字 ボタ ン だ け で 
二 | OK。 ま た 、 星 を 


1 各 ワ ー ルド の ビジ ョ ン 4 で は 、 ク ロ ノ ア は フロ ー 
ト ボ ー ド に 乗っ て 進む 。 自動 的 に 進む か わり に 、 憶 


止 す る こと は で き な い 。 








V uu マ ざり 状 唱 価 う ISV 





V VN 装 過 但 つ ISV ヨ 














ショ ッ ト は 、 リ ング より 風 玉 を 発射 し て 、 
モン スタ ー を 捕まえ た り ハ コ を 持ち 上 げた り 
する 際 に 使用 する 。 持ち 上 げた も の は 、 再 度 
ボタ ン を 押す と 投げ る こと が で きる 。 

その ほか 、 グ ミ に つか まっ た り ス イッ チ を 
ON に し た りす る 際 に も 使用 する 。 





A ボ タン を 
lp っ ) 





ーー へ oe 


ー シ ョ ッ ト で 捕 
まえ た モン スタ 
ー な ど は 、 そ の 
まま 持ち 運ぶ こ 
と も で きる 。 


A ポ タン 


ちょ っ と し た 段差 な ど は 、 
ジャ ンプ で 飛び 越え よう 。 
ジャ ンプ ボタ ン を 押し 続け 
る と 、 旨 を バタ バタ させ な 
が ら 一 定時 間 滞 空 す る こと 
が で きる 。 滑空 中 に 十字 ボ 
タン を 将 せ ば 、 ゆ っ くり 識 





1 人 中 移動 は 、 一 度 の ジャ ンプ に つ 
いて 、1 回 し か 使え な い 。 


ー 生計 








思 スタ ー や 人 ハコ を 利用 する と 、 よ りら 高 く 
り 遠 く へ ジャ ンプ する こと が で きる 。 これ 
ザ ど 段 ※ ジ ャ ンプ だ 。 ま ず 、 モ ンス ター ー や 八 コ 
を 等 っ た まま ジャ ンプ 。 空中 で 理 度 ジャ ンプ 
款 タン ン を 押す と 、 持 っ て いた も の を 下 に 飛ば 
し て 、 よ り 高 く よ り 遠く まで ジャ ンプ で きる 
つ だ 。 高く 飛ぶ た め に は 最初 の ジャ ンプ の 項 
で 2 回 自 の ジャ ンプ を 、 遠く へ 飛ぶ た め に 
ほ 著 地 寸前 で ら 回 自 の ジャ ンプ を し よう 。 

な お 、 投 げた モン スタ ー に よっ て 、 下 に い 
る 基 を 攻撃 する こと も で きる 。 
















ー 設 差 の 高い と 
ころ に 移動 する 


ャ ンプ を 使え ば 
ノー ダメ ー ジ で 
抜け られ る 。 


QU 
ア 
の 
人 
仙 
基 
本 
2 
ク 
2 
ヨ 
ン 





V umY へ 状 過 価 うつ ISV 








達 続 ジャ ンプ と は 、 ジ ャ ンプ の 途中 で モン | 


スタ ー や グミ を キャ ッ チ し て 、 空 中 で 再 ジ ャ 
ンプ する こと 。 ら 役 ジ ャ ンプ と 蛋 っ て 、 空 中 
で モン スタ ー な ど を 捕まえ な く て は な ら な い 
の で 、 ぐ っ と 難度 も 高く な っ て いる 。 

グミ を 利用 する 連続 ジャ ンプ で は 、 グミ が 
破 製 し た り 落 下 し た りす る 廊 険 が な い 。 一 度 
捕まえ た ら 、 す ぐに は 飛び 移ら ず に タイ ミン 
グ を 詩 ろ う 。 モン スタ ー を 利用 する 連続 ジャ 
ンプ で は 、 テ ン ポ よく キャ ッ チ S&S ジャ ンプ を 
繰り 衣 す 必要 が ある 。 こ の と き 、 ど の 高 さ で 
ら 設 ジャ ンプ を する か も 宣 要 な ポイ ント 。 何 
度 も チャ レン ジ し て 、 タ イミ ング を つか も う 。 
ー 芝 続 ヴ ャ ンプ の 
学 み 芋 ッ ク が 必要 


d な の は 、 後 半 の ワ 
ー ル ド か ら に な る 。 


空中 で その まま 
キャ ッ チ 















で 淡 の 淫 を 


還 是 ツチ し て 、 そ 介 
固 まま 「 ワ ッ フ ー-= 


と 2 段 ジャ ンコ 

































た る と ころ で 登場 する 。 ハコ は 、 必至 を 使 
っ て 持ち 運び が で きる 。 人 ハコ を 蓮 ん で 使用 
する と いう こと も ある の で 、 見 つけ た ら 、 
まず は 持ち 運ぶ こと が 基本 と な る 。 
ハコ は 役 差 を 剣 る た め の 和 足場 と し て 利用 
する ほか 、 モ ンス ター と 同様 、 シ ョ ッ ト で 
持ち 上 げ て 投げ る こと が 可能 。 また 、 人 ハコ 
を 持っ て いる と 、 属 の 上 や 消 の 下 を 通り ぬ 
けた り 、 サ サル ン の 上 に 置い て 乗っ た りす 
る こと も で きる 。 


AALLTLA22 ス LALO IIIYYTLTYIKYTYYTYZYYYLKYYYYYTEYLNLKTNYLYYPY ア イト 1 リヤ マキ ドン リャ PF 


よう は ほう ほ 


/ 作用 潤 は 
通常 の ハコ と 変わ ら な い 。 た だ し 、 ブ ッ ピ 
ィ な どの 操 発 物 が 爆 嫌 人 ハコ に 触れ て 爆発 す 
る と 、 矢 印 方 向 に 向かっ て 破 製 する 。 その 
火花 は 壁 も すり ぬけ る の で 、 通路 の 上 に あ 
る 岩 を 破壊 する と き な ど に 役に立つ 。 

ー ブ ッ ピ ィ の 爆 
発 の 成 力 を 増す 
爆 建 ハコ 。 ハコ 


の そば に 、 ブ ッ 
申 ピ ィ が いれ ば 


IO OK だ 。 









ー ハ コ は 、 さ ま 
ざま な 場 人 で 利 
| 用 可能 。 使 い 方 


| ど 次 わら な い 。 


ー 風 を 防ぐ 莉 し 
に な っ た り 、 氷 
因 に 浪 か ん で 足場 
に な っ だ た り と 、 
万 態 アイ テム だ 。 





仙 の ハコ 違っ て 、 、 肖 衝 介 に 
げ る と くっ つい て な る 。 壁 に くっ つ 
いた 直後 は 、 クロ ノア は ブロ ッ ク の 下 に 避 
ら 下 が っ て いる 。 ジ ャ ンプ ボタ ン で 上 に 径 
ろう 。 な お 、 く っ つい た 磁 右 ブロ ッ ク は 、 
風 玉 で 再び 取る こと が で きる 。 

一 臣 石 ブ ロック 

を に 持っ た ま 
計 ま ジ ャ ン ブ す れ 


時 の た 。 


| の 場合 と ほとん 
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スイ ッ チ は 、 シ ャ ッ タ ー を 開け る も 


2 種類 、 部 屋 を 回 転 させ る も の 、 ブ ロック 


を 伸縮 さ せる も の 、 水 を 出し 入れ する も の 


邊 い し 車 名 い 


の 計 5 種類 。 シ ャ ッ タ ー 列 \ に は 、 3 つ 並 ん 


る どう は 誠 


だ すべ て を 作動 させ な いと 効果 の な いも の 


ES em 


や も め あり 、 す は や い 操 作 が 必要 と な る 。 また 、 


時 間 制 限 の ある シ ャ ッ タ ー 型 も ある 。 








スイ ッ チ を 入れ る に は 、 風 玉 で 撃っ た り 


じ か ん せい げ 


モン スタ ー を ぷ ぶつ けた りす る 。 時 間 制 了 の 


ば 訓 い 


ある スイ ッ チ の 場合 は 、 で きる だ け 近 くま 
で 寄っ て か ら モ 


ンス ター な ど を 投げ よう 。 


ー 3 つ 並 ん だ シ 

ャ ッ タ ー 型 スイ 
ッ チ を 入れ る 場 
合 に は 、 他 の 仁 
掛け も 上 手 に 使 


六 叶 よ 合 


うつ 必要 が ある 。 


















FE 


ーー 矢印 パネ ル を 
使っ て 上 の スイ 
ッ チ を 入れ 、 下 
の 2 つ は 、2 自 
ジャ ンプ の デ ウ 
ニッ ク を 使 お う 。 








陸 の に ある 指 え 四 き スイ ッ チ で は 、 ク ーー 

ロ ノ ア や モン スタ ー ー が 上 に 乗る と 、 連動 す 
る シャ ッ タ ー が 開く 仕組 み に な っ て いる 。 
た だ し 、 離 れる と 、 シ ャ ッ タ ー は すぐ に 閉 
じ て し まう 。 重 し に な る も 

の が あれ ば シャ ッ タ ー は 開 
いた まま な の で 、 上 に ハコ 
を 置い て お け ば よい 。 








> 据え 置き スイ ッ チ は 、 
仕掛 け と し て は 簡単 な 


で き て 、 スイ ッ チ の 上 
に 置い て し まお う 。 








タイ プ だ 。 ハ コ を 運ん 


aaTTJLE ロニ LTEnT PETarrTtuTIErETeT CSLPrYRSG3 和 macroshEokefetEHaeerspwekikiriaa PT 









ー ス イッ チ を 入 
れる と 、 仕 掛け 
が 作動 。 仕 掛け 
の 種類 は 、 ス イ 


ッ チ の 形 を 見 れ 


ほ 計時 亜 


ば 届 断 で きる 。 


<-ORN に な っ た 
スイ ッ チ は 、 も 





E ょ きた だ も 7 


状態 に 戻る 。 








Eiciclsislslslsel 











じ マ ー ク の カキ 
を 持っ て いな い 


分 けら れる 。 扉 と 同じ マー ク の カギ が な い 








と 開か な い 「 カ ギ の 扉 」 と 、 月 の か けら を と 凍 か な い 。 
3 つ 集 め な いと 開か な い 「 月 の 扉 」 だ 。 
カギ も 月 の か けら も 、 必 ず 同 一 マッ プ 内 
で 入手 で きる 。 隅 々 まで 探し て みよ う 。 「 1 
時 ば 、 ビ ジョ ンク 
| 【 カ ギ 】 【 月 の か けら 】 た リア 。 マッ プ 和 
| - 5 ーー で 月 の か けら を 
員 間 間 較 間 集め て 扇 を 用 ご 














eeeeeeeaeemeeeeeeeeeeaeeeeeoeeeaeaaee 





対し て 垂直 に な っ て いる 苗 か ら の 進入 い は でき 
な い 。 多く の 場合 は 、 直 回 し な いと 和 死に 進め 
な いよ うに な っ て いる 。 
通り ぬけ られ る 面 か ら は 、 
クロ ノア の ほか 、 投げ た ハコ れ た 方 向 か ら し か 通れ | FE 5 
も すり ける 。 な お 、 これ を キロ 
判断 し よう 。 


eenePerweweeweeeeeeeeameNNPoe も も も 







で 、 ワ ー ル ド 5 に 合 場 する 。 これ を くぐる 
EN GE 
る 。 マップ の 端 か ら 端 へ 移動 する こと も あ 
る の で 、 現在 位置 を 好 舞 し な が ら 進 もう 。 


以降 の 詳細 マッ 
プ を よく 参照 し 
よう 。 
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Se くう ちゅ う 


同様 に 、 空 中 で 風 玉 を 
使っ て キャ ッ チ する こと が で きる 。 空中 で 
捕まえ な く て は な ら な い の で 、 タイ ミン グ 
よく ショ ッ ト ポ タン を 押す 必要 が ある 。 
思 一 グミ は クロ ノ 
ア が つか まっ て 
も 、 破裂 し た り 
語り 
上 | い 。 安 心して ぶ 
2 



















一 動い て いる グ 
ミ に は 、 つ か ま 
る の が 難し い 。 





く チ 


マッ プ の 上 玉 を つなぐ は で は 、 十 字 ボ 
タン の 上 下 で 昇り 降り で きる 。 は し ご を 行 
き 来 す る ご と に 、 画面 は 切り か わる 。 は し 
ご に よる マッ プ の つなが り に つい て は 、 
32 ペ ー ジ 以降 の 政 貼 ペー ジ を 参照 し よう 。 


ー は し ご の 位 四 
に 来る と 、 クロ 
人 詳 ノア は 自動 的 に 

』 は し ご を つか む 。 







ー は し ご を 昇り 


が 切り か わる 。 


りき る と 、 上 の 
上 ラッ プ へ と 画面 





で 上 下 い どう 


移動 でき る の が ロー 
pe と 剛 人 タン 時 放り で 
きる 。 降下 時 は スピ ー ド が つい て し まう の で 
生 を つけ よう 。 ロ ー プ を 濾 っ て の 空中 移動 は 


うじ ょ う 


選 の 移 動 と 同じ 名 作 で OK。 

















諾 一 ロー プ の ある 
場所 で は 、 ク ロ 
ノア は 必ず ロー 
プ を つか む 。 所 
ちろ ん 、 空 中 者 
ジャ ンプ し て 寺 
大 丈夫 だ 。 


一 ロー ブ の 記 
トゲ が あっ た 購 
する こと も - ae 
: 危険 な 場所 に 較 
夫 | 注意 し よう - 



















ム ゥ の 顔 を し た 岩 は 、 ク 
ロ ノ ア の 行く 手 を 阻 お 隊 守 
物 だ 。 こ れ を 爆破 し な いと 、 
先 へ は 進め な い 。 

岩 を 除 寺 す る に は 、 ブッ 
ビィ を 使用 する 。 他 の モン 
スタ ー や 八 コ を 投げ つけ て 
も 、 岩 は びく と も し な い 。 
岩 の そ ば に ブッ ピ ィ を 置い 
て 、 爆発 で 吹き 飛ば そう 。 

ー 度 消し た 岩 が 利 活 する 陳 議 詞 
こと は な い の で 、 ブ ッ ピ ィ は 4 おえ た は お は た 


地 で 内 通路 を ふさ いで いる 場 
、 手前 か ら プ * ッ ビィ を 違 ん で くる 。 


cg っ いち 














ば くだ ん Cr う りょう XX) 
と 爆 絆 ハコ を 上 に 利用 し ィ っ 。 ビィ を 震 の すぐ そば に 自 け な 1 矢 1 の に 向かっ て 交 半 が 天 き 
な が ら 破 壊し よう 。 い 場合 は 、 糞 3 く な り 、 壁 越し に 涯 を 破 寺 で きる 。 














か 5 人 沈 と 上 を 上 げ て いる 者 。 
に 上 を 通 財 し よう と する と 、 一 気 に 天 井 へ 
と 舞い 上 げ ら れ て し まう 。 通過 す る に は 、 
ee 
は 重 し の 役割 を 果たさ ず に 、 ッ チ し て つか まれ ば 、 
クロ ノア と と も に 飛ば され PIE と 


2 の 3 和 と が で きる 。 タ イミ 
て し まう の で 注意 し よう 。 グ を 計っ て 狙 お う 。 


風 の 止め 方 


出 を 止め る に は 、 ハコ で 噴き 
出し 中 を ふさ いで し まえ ば よい 。 
また 、 止 ん で いる 鳳 を 起こ す に 
は 、 障 害 物 を 取り 除い て や ろう 。 
通常 の 床 は 出 を 防げ る が 、 周 抜 
け 床 の 場 合 、 届 は 床 を 通り ぬけ 
て 吹き 上 げ て くる 。 届 を 止め て な 
いと 、 天 井 へ と 舞い 上 げ ら れる 。 
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人 を 上 ト 友和 に 移動 し て 系 る と 一 定時 間 で 消滅 し 、 し 
いる 。 マッ プ を 裕 中 移動 する 際 に よく 申 場 : ば らく する と 復活 する の が 「 消 える 床 | だ 。 
する の で 、 タ イミ ング を よく 見 て 飛び 乗る : ここ を 抜け る に は 、 ア クシ ョ ン テ クニ ッ ク 
う 。 動 く 床 か 落ち る と 、 そ の まま クロ ノ : が 及 叢 と な る 。 ま ず は 、 受 全 な 場所 で 、 床 

























ア の 北 り 久 が 源 っ て し まう 場合 も ある 。 : が 消え る 時 間 を 調べ て お こう 。 
1 ー 上 下 移 動 の 床 : 上 8 ー 消 える 床 か ら 
は 紛 、 左右 移 動 本 活 え る 床 へ 。 の 


| の 床 は 茶色 と 、 | ん びり し て いる 


se うい 





0 飛び 移る 前 


還 本 較 に 、 色 と 名 き を 
1 角 し ょ う 。 
罰 - ア クシ ョ ン 畠 ー 床 が 消え た と 
胃 で は 、 中 路 し て し て も 、 ジ ャ ン 


いる と 令 れ て し : ーー デ ラ 作 プ ミ 洋 空 で し ば 
まう こと も あ : 関 華 aa らく 局 欠 す る こ 
る 。 テン ボ よ く : 9 ト 

進ん で いこ う 。 


アン イト と と て た し に に いて LLCCCCMULLLML よ は は よ よ エス スエ ナメ YK は は 上 よ LILLLLLSS 


一 風 の な い 位 午 
5 で は 、 通 常 の 
く 床 と 変わ ら 倒 
い 。 ジ ャ ンプ ミ 
飛び 乗 ろ う 。 


風 抜 け 床 は 、 舌 定 され て いる も の と 動く 
床 の 2 種類 。 床 公 体 が 金 結 状 の も の で で き 
て いる 。 その た め 、 下 か ら 風 が 吹き 上 げ る 
場所 で は 、 風 を 防ぐ こと が で き な い 。 動く 
床 に 乗っ た まま 移動 し て いる と 、 風 が 吹き 
上 げ る 場所 で は 、 その まま 天井 へ 飛ば され 
て し まう 。 風 抜け 床 の ある 場所 を 移動 する 
際 は 、 先 に 出 を 止め て お こう 。 


ー 過 の 吹く 全 
で は 、 床 が 義重 
さえ ぎら な はい 細 
で 、 飛 ば さ 存 計 
庫 | し まう . 


ー ハ コ で 忌 を 庄 
め て や れ ぼ 。 本 
じ 場 所 で も 類 議 

に 通過 で き 人 5 









































二 デ クロ ノア の さ で 丸 ん だ と ころ で ジ : 乗る と 乗っ た ほう が 低く な る の で 、 反 対 側 
高く 飛び 上 が る 。 : に 八 コ を 乗せ は よう 。 こ うす れ ば 、 芝 い 位置 




























し 』 ば し ょ くう ちゅ う 由 トー 
= ニョ で 、 言 い 場所 へ と 空中 移動 し よう 。 : へ 行き や すく な る 。 

ー た だ 乗 っ て い : ー ク ロ ノ ア が 到 
る だ け で は 意味 る と 低く な っ て 

思 が な い 。 揺れ る し まう 。 あ まり 
クロ ノア を 移っ 意味 が な いよ う 

界 軸 つ 、 ジ ャ ンプ ボ に 思え る が ・ 

タン を 押 そ う 。 …。 
ー 通 常 の ジャ ン ー ハ コ を 利用 す 
プ と 比べ て 、3 れ ば 、 こ ん な 高 

略 信 近 く の 高 さま いと ころ へ も 、 
で 飛び 上 が る こ 簡単 に 行け る よ 


と が で きる 。 うに な る の だ 。 


、 ピス 
ミー ルド oE ツ ョ ン 4 ド 人 する ジャ 
ーー 才 は 、 フ ロー トド ボ ー ド に 乗っ て いる と 


記 - 寺 < 飛ぶ た め の 仕掛 け だ 。 バ ネ と 違っ 
と ジャ ンプ ボタ ン を 押す 必要 は な い 。 ジ 


ンプ 馬 で ジャ ンプ し な が ら 、 半生 を 
こ 征 っ て 進ん で いこ う 。 














OO 
ア 
の 
C) 
、/ 
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持 
け 





どけ ら を すべ て 集め る に は 、 ジ ャ ン ブ 台 を 利用 
ーー 動 の テク ニッ ク が 欠か せな い 











エエ 叶 但 つ ISV 











ーー 一 ーーw ビ サバ ナ リナ りう 層 ロッ 層 較 プ り ツー = 


パネ ル に ハコ や モン スタ ー を 投げ つ ー モ ンス ター や 
と 、 失 印 の 方 向 へ 飛ん で いく と いう 仕掛 | 0 て は 、 時 の な 
だ 。 が 世 と 青色 の 種類 が あり 、 ホ バネ 生計 | いけ バネ ル ・ 
ル の 矢向 さ は 画定 され て いる か が 、 秋 も 、 か な り 倍 い 
の バネ ル は 、 出 愉 を 財 潮 で 撃つ こと で 失 浮 方 が 部 し い 。 


の 向き 2 邊 由 に が ズ られ る 。 
バネ ル に 当たっ た モン スタ ー な ご は 、 矢 


し る し ほ し ょ うがい る 


印 の 方 向 へ 飛ん で いき 障 害 物 に 当たっ て 停 
止 す る 。 こ と の と き 、 モ ンス ター は 当たっ た 
時 点 で 消え る が 、 ハコ や ブッ ピ ィ は 落下 す 


ば し よ 選 


る だ け な の で 、 役 差 の ある 場所 へ 移動 させ 


べ ル ん り 


る と き に 便利 。 ハコ は 上 に 乗る こと も で き 


じじ る し 


る の で 、 矢 印 パ ネル に 向かっ て 2 段 ジャ ン 
プ し て ハコ の 上 に 乗れ ば 、 ハコ と 一 緒 に 移 


ど 名 店 う 


動 す る こと も 可能 。 飛ん で いる 途中 の ハコ 


きい 


を 、 再 キャ ッ チ する こと も で きる の だ 。 


使用 例 その ① 





1 スイッチ を 入れ た い が 、 芝 す ぎ 1 彰 の 矢印 バネ ル の 申 忌 を 取っ 1 パネル の 向き に よっ て 、 モ ンス 


て 届か な い 。 こ ん な と き は 、 矢 印 て 、 向き を 変更 する 。 モン スタ ー ター は スイ ッ チ の 前 へ 。 あ と は 、 
(ネル を 利用 し よう 。 を 捕まえ て 投げ つけ よう 。 スイ ッ チ が 入る まで 待 と う 。 


使用 例 その ② 








1 動く の よう に 、 ハコ が 上 に 1 移動 移 は 、 ハコ を 鳳 蛍 で キャ ッ 
eo 矢 妹 バネ ル を 和 和 用 。 行っ た り 来 た り する 。 ハコ の 上 に チ で さき る 。 移動 スピ ー ド は 可 い が 、 


ド に し 


ハコ を 矢印 の 間 | に 投げ る と ……。 乗っ て 移動 し よう 。 タイ ミン グ を 計れ ば 簡単 だ 。 
























EE 











革 当 誤 盾 年 者 中 上 丘 茹 革 時 登 革 詩 百 呈 


せ ば し ょ 


ジ を 受け た り 倒 れ た する 。 こ MM。 9 
ソン プ で 飛び 越え よう 。 ま た 、 ロ ー っ : アア は [ダメ ー 


> 尼 段 の 下 に 置か 1 て いる こと も よく ある ( 
( 〇 避 、 降り る 際 に は 注 昌 し よう 。 
ご 短い トゲ に 落 : 
ちる と 、! つ ハ <: 
ー ト が 減っ て し 
まう 。 な お 、 突 
敗 し て 落ち て も 、 : 
クロ ノア が 京 滅 
し て いる 間 は ブー: 
ー ダ メー ジ だ 。 * 
ー 長 い ト ゲ に 落 : 
ちる を ハード : 
が すべ て な く な 』 


の で し まつ 。 空 』 
も で 、 ウロ ノア 1 
の 残り 数 が 1 つ : 
減る 。 





計時 陽 度 還 拍 國 軍 過 遇 軸 性 基 生 世 年 地理 軒 再生 中 皿 串 折 立 中 國 車 刺 基 届 中 時 吾 均 頁 性 臣 晶 市 弄 加 届 画 香 下 凍 当直 章 前 曲 車 甘草 中 刺 着 悪 王 性 三 謀 視 世 直販 足 硬 耐 唱 草 量 


oe 


通常 、 ク ロ ノ ア は モン スタ ー 
er 
と 、 ダ メー ジ を 受け て ハー ト が 
] つ 減っ て し まう 。 ハ ー ト が す 
べ て な く な る と 、 ク ロ ノ ア の 残 
り 数 が 1 つ 減っ て や り 直 し と な 


た た ま うし! 


る 。 し か し 、 る 谷間 に 墜落 し た り 


ば 事 い - 


_ 長い トゲ に 当たっ た り し た 場合 、 
いき な り ク ロ ノ ア の 残り 数 が 1 





つ 減 っ て し まう 。 この 状態 を 
[一 発 死 」 と 呼ぶ 。 


エキ スト ラビ ジョ ン で は 、 


発 死 は 長い トゲ に 当たっ た 場合 
の み 。 し か し 、 吉 ワ ー ル ド の ビジ 


ョ ン 6 は 強制 スク ロー ル の た め 、 


一 発 死 の 確率 が 他 の ビジ ョ と 
比べ て 非常 に 高 く < な つて いる 。 























ワー ルド 4 で は 、 マッ プ 上 に 水 が た ま 
た 場所 が ある 。 こ の 水 に 沙 ち る と 、 5 リ 
ダメ ー ジ を 受け る 。 モ ンス ター な 合 
っ て 陸 ツ ャ ンプ で 履 び 越え た り 、 ス イッ 
チ で 水 を 抜い た り し て し まお う 。 


ー 水 に 落ち 7 
ら 、 ト ゲ と 則 じ 
な ダメージ 
す ぐ [ の 人 用 軸 


師 骨 


所 へ 避難 本 P 


ー 八 コ は 水 に 
く の で 、』 自 場 < 

し て も 利用 で き 
る 。 2 段 ジ ヤ 

プ で 光 び 越え ら 
れ な いと き は 利 
用 し よう 。 


天天 導 正 当 翌 尊 是 疑 基 民 葉 是 投 南 四 師 下 沿 下 軸 外 還 測 還 端 章 半 章 年 弟 還 章 思 理 軒 因 痢 昌 十 還 





meE キ スト 
ジョ ン で は 、 こ 
の トゲ に 気 友 つ 
げ て ず うけ は 、 
発 死 の 包 際 は 少 
AL1、 


は 、 県 め [ 尾 措 
を し よう . 理 の ) 
か けら 大 取る (の 
に 龍 中 に な っ 


し 1 や C 


1 場 が なく 及 
) て 、 0) 衣 
玉 下 。 ク ロ ノ ア 
の 残り 雪が 1 つ 
肖 つ て し 所 う 


短 つ ISV ヨ 





け 


エエ 晃 庄 価 つ ISV 





と に 利 場 が 高く な る 
ITY 

、 ダ メー ジ は 受け な い 。 噴き 出す タイ ミ 
ンク 寺 っ て 、 地 DC 


ミコ ワール 4 に 
登場 する 噴水 階 
節 。 請 氷 が 了 収 ま 


ー 噴 水 が 噴 き 出 
し た と き そ ば に 
いた り 飛 び 乗 ろ 

と し た りす る 


と 、 ク ロ ノ ア が : 


びっ くり する 。 











は な い が 、 光 に は 進め な い 。 し か じ し 、 八 コ 
や モン スッ ー ー を 捕まえ た 状態 な ら 、 滝 の あ 
る 場所 も 通り ぬけ る こと が で きる 。 


ー モ シス ター は 
沙 の 下 も 通り ぬ 
ザ 、 ク ログ 


| する し か な い 。 


ー ハ コ や モン ス 
ター を 捕 まえ て 
いれ ば 、 ご の と 
間 お り 自由 に 行き 
来 が で きる 。 


















ー 血 載 部 屋 の プ 


-y か つう ッ ク は 、 乾 徴 
全体 が 90 度 回 軸 す る と いう 仕掛 け だ 。 ある 精 だ 中 
之 屋 の ブロ ッ ク の 色 が ビジ ョ ン の 壁 の 雰 囲 付近 に ある スイ 

ッ チ を ON に す 


冥 と まっ た く 異 な り 、 細 か な ブロ ッ ク が 集 
まっ た 形 を し て いる 。 

部 屋 の 中 に は 、 1 つま た は 2 つ ス イッ チ 
ぶ が ある 。 届 く と ころ の スイ ッ チ を ON に す 
れ ば 、 部 屋 は 回 転 する 。 な お 、 一 度 回 転 さ 
せ た あ と は 部 屋 の 向き は 固定 され る 。 こ れ 
に よっ て 、 室 内 の アイ テム を 取る こと が で 
き 、 道 が 開通 し て 行け る 場所 が 決ま る 。 


は 、 倍 較 させ た 
ほう が 取り や す 
] い 場 合 も ある 。 











1 回 転 部 層 に 入っ て きた 時 点 。 ス イッ チ の 人 
が 上 を 向い て いる 。 こ の 状態 で は 行き 止ま り 
な の で 、 ス イッ チ を ON に し よう 。 


で は 、 袋小路 と な っ て し ま 
っ た 。 も う 一 度 転 させ れ ば 、 最 初 の 回 転 部 
居 の 形 に 戻る の だ 。 


5 させ て 、 下 の 方 に 道 が で きた 。 
合 も 、 回 転 部 屋 の 向き は 、 部屋 
を 出 た と き の まま 固定 され て いる 。 


1 さら に 90 度 回 転 する と 、 上 方 に つなが る 
通路 に 出る 。 ど こ か ら シ ョ ッ ト し て も 、 中 転 
方 向 は 変わ ら な い 。 
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、 まま に し て お ご う 。 する と 、 









ゲー ム を し ば らく 
放置 し て いる と … 


と ちゃ う 


ゲー ム の 導 中 、 ボ タン な ど に 
に WIakW:LLGcJltaliES っ の) 


ロ ノ ア が 、 遊 ん だ り 居 眠り を し 
た り し 始め る 。 
クロ ノア の 動作 は 4 種類 。 ど 
の パタ ー ン が 登場 する か は 、 ラ 
ンダ ム で 、 ど れ も か わい らし い 
し ぐさ だ 。 ぜ ひ 一 度 は 、 ゲ ー ム 
を 中 断 し て 見 て みて ほし い 。 
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1 ゲー ム 中 の クロ ノア の ポイ ン ド 
は 、 や つば ぱり 天 き な 古 ! ! 動き に 
合わ せ て 揺れ る の が か わい い 。 


クロ ノア 。 パタ パタ と 動か す 号 に 
も 注目 し よう ! 














| CAPTURE 








( ) 
アア 
TU 
ー 





ライ プ 
ハー ト で 表わさ れ た ク 
口 ノア の ライ フ 。 これ 
が 全部 な く な る と 、 ク 
ロ ノ ア の 残り 数 が 1 つ 
減る 。 ラ イフ は 、 マ ッ 


ば ょ に 末 う し 共 














ァ の が か けら 


夢 の か けら に つい て 、 
「 現 在 入 手 し て いる 
数 / 当 ビジ ョ ン に ある 
か けら の 数 」 の 形 で 示 


し て いる 。 夢 の か けら 


遇 プ 上 で 入手 する ハー ト を すべ て 集め る と いい 
に よっ て 回 復 す る 。 こと が ある と か ……。 
員 
ゲ カギ ー グロ ノア の 仁 り 簡 
「 カ ギ の 亡 」 を 開け る これ が 0 に な る と 、 ゲ 
ム に IE PO ー ム オー バー と な り 
、 に 入れ る と 、 ご に 表 5 ゲー ム を コン ティ ニュ 
の ) 示さ れる 。 カギ の 形 に aa 月 の か けら ー す る か どう か 聞か れ 
た 難 み が ある 場合 は 、 ま 「 月 の 訣 」 を 開け る た め に 必要 で 、 パ ズル 苗 に の み る 。 ク ロ ノ ア の 残り 数 
7 だ カギ を 入学 し て いな 登場 する 。 1 ビジ ョ ン の マッ プ 内 に 3 つ 落 ち て いて 、 は 、 コ イン で 増やす ご 
いこ ご と を 示し て いる 。 すべ て を 集め な いと ビジ ョ ・ ンク リア が で き な い 。 と が で きる 。 
パズル の 場合 は 月 の 扉 を 開け て 入る こ ー マ ッ プ の あ ち 
「 ee ば あい ' こら に オル 
で 、 ア クシ ョ ン 苗 の 場合 は ゴー ル ま で た 
どり 着く こと で 、 ビ ジョ ンク リア と な る 。 に 取れ る も の が 
ー ュー ヒ ョ ー を 大 半 だ 。 ぜ ひ 入 
また 、 マッ プ 上 に よ 。 紀 の が けら や 力 ギ 手 し て い ご こう 。 


いっ た アイ テム が あちこち に 落ち て い 
me 
ポイ ント だ 。 夢 の か けら は 、 ビ ジョ ン ご と 
に 、 パ ズル 面 で は 30 個 、 ア ク re 前 6 
は 100 個 落ち て いる の で 、 集 め て いこ う 。 
ハー トド は クロ ノア の ライ フ を 、 コ イン は ク 


ロ ノ ア の 残り 数 を 増やし て くれ る 。 





3 和 


ー 条 件 が そろ わ 


モザ 生 


な いと 、 扉 は 開 
ダ が な い 。 カキ ギ や 


月 の か けら を 集 
ゆめ よう 。 








ひと つの ワー ルド は 、 5 つの パズル 出 
2 つの アク ショ ン 面 、 ボ ス 戦 に よっ て 構成 
され て いる 。 実際 に は 、 8 ビジ ョ ン の うち 
の 6 つ を クリ ア す れ ば 、 ワ ー ル ドク リア 。 

まず 、 ビ ジョ ン 1 3 の パズル 面 を クリ 
ア す る 。 次 は 2 つの ビジ ョ ン の どちら か を 
選択 で きる 。 ど ちら か を クリ ア す る と 、 さ 
ら に 2 つの ビジ ョ ン が 登場 。 再び どちら か 
を クリ ア す れ ば ボス 戦 が 登場 する 。 も ちろ 
ん 、 全 ビジ ョ ン を クリ ア し て も 問題 な い 。 

ひと つの ワー ルド の うち 、 ビ ジョ ン 4 、 

6 は アク ショ ン を 中 心 と し た 面 、 ビ ジョ ン 
5 、 7 は より 難し い パ ズル 曽 と いう 構成 に 
な っ て いる 。 ア クシ ョ ン 面 と パズル 面 の ど 
ちら か を クリ ア す れ ば よい わけ で 、 得 意 な 
ほう を 選ん で ゲー ム を 進め て いこ う 。 














アイ テム な ど を 使い 、 さ 
ま ざ ま な 仕掛 け を 利用 し な 
が ら 解 いて いく 側 。 

じっくり 考え な が ら 、 何 
度 で も や り 赴 せ る の が 特徴 
WT 月 の か けら を 業 1 水 に 放ち そう に な っ た り 、 ト ダ に 当 
5 ビジ ョ ン 登 場 する 。 め て いこ う 。 た っ た り ……。 マ ッ プ の 形 も いろ いる 。 
















各 ワ ー ル ド の ビジ ョ ン 4 、 
6 で 登場 、 強 制 ス クロ ー ル 
で 先 へ と 進ん で いく アク シ 
ョ ン 商 。 ルー ト で 悩む こと 
は な い が 、 アク ショ ン テ ク 6 
ーッ ク が 必要 。 一 発 死 の 誠 1 区 の か けら が マッ プ に 100 個 落 1 拉 前 スク ロー ル な の で 、< マッ プ の 
険 が 多い の も 特徴 だ 。 ち て いる こと も ポイ ント だ 。 全 宮 を つか む 款 裕 も な い 。 
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7 パ 
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さ 洛 テー 十 筐 ヨ dLdVO 


ー ス 井 対 得 3 ヨ dn1dVO 


【4 


uH 箇 G い 











32 ペ ー ジ か ら は 、 だ ジョ ン CI に マ 


3 ッ プ つき で 攻略 法 を くわ し 


4 Ir 参照 し て 、 aw ぬ フ リア に 役立て て ほし い 。 


ギ を 使っ て 肩 を あけ よう 


CNTK1AS た に 19 に いな 】 


こう りゃ 


攻略 ペー ジ で は 、 ビジ ョ ン の 全体 マッ プ 
内 に スタ ー ト と ゴー ル 地 点 の ほか 、 モ ンス 
ター や アイ テム の 出現 位置 も 掲載 し て い 
る 。 出 天 モ ンス ター の 種類 も 、 こ の ゲー ム 
で は 攻略 の 重要 な ポイ ント と な る 。 ア イ テ 
ム に つい て は 、 の か けら 、 カギ 、 ハー ト 、 


コイ ン を 表示 。 夢 の か けら 以外 は 、 そ の ビ 


ジョ ン で 入手 で きる 数 を 「 出 斑 ア イ テ ム 」 





NAS と に IP の 】 


と し て タイ トル 右 に 表示 し て いる 。 

攻略 の 者 要 な ポイ ント に つい て は 、 マ 

プ か ら 引 き 出 し た た 剛 Cp 
いる 。 記事 の 見 出し に つけ られ た ①②⑨③… 

… の 番号 は 攻略 の 進行 順に な っ て いる の 
で 、 舌 号 の 順に 読ん で ほし い 。 

な お 、 ビ ジョ ン 1 一 3 、5、7 は パズル 
箇 、 ビ ジョ ン 4 、6 は アク ショ ン 面 で ある 。 





で ゲ 夢 の か けら (4 り に コイ ン 
き | 緑色 の か わい い 夢 の 結 旦 体 。 す べ 還 訂 記 計 還 クロ ノア の 残り 数 が 1 増え る 。 最 
と て を 集め る と ……。 大 99 ま で 増やす こと が で きる 。 
ア 中 夢 の か けら (大 ) まっ 細 カギ 
イ で | 夢 の か けら ( 小 ) 5 つ 分 と な る 、 語 是 「 カ ギ の 誹 」 を 開け る た め の カ ギ 。 
テ 入 大 き な 夢 の 結 旦 体 。 | 粒 丸 と 三角 形 と ハー ト の 3 種類 。 
ム 手 ハー ト 月 の か けら 
クロ ノア の ライ フ を 、 1 回 復 し て | 音 「 月 の 詩 」 を 開け る た め の カ ギ 。 
くれ る 。 陸 パズル 人 で 3 つ 手 に 入れ よう 。 
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に 疾 然 斑 れ た 怪物 に 、 持 の チャ ン ピ オ ン が 負け て し まっ た .。 
た め に 、 ク ロ ノ ア は 怪物 の 待つ 山頂 へ と 向かう の だ っ た 。 
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創 ) 通常 ジャ ンプ で 乗り 越え よう 


、 ジ ャ ンプ の 凛 さ が 足り る よう に 、 八 コ を つか 

に 礎 せ て お こう 。 次 に ムウ を 捕まえ 、 ハ コ を 足 
= 通常 ジャ ンプ し て 上 の 彼 に 乗る 。 こう すれ ば 、 通 
ンプ で は 届か な か っ た 月 の か けら を 、 2 段 ジャ 
取る こと が で きる 。 
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そこ で 、 さ が 足り な い 分 を ハコ で 揃 お う 。 
と あと ハコ に 東 、 0 8 肢 ジ ャ ン 
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ら 1 | 夢 の か けら の 取り 忘れ に 注意 
すべ て の アイ テム を 集め た い 場 合 HE 月 の か けら よ 
り 発 に 聞 の か けら (大 ) を 回 収 し よう 。 月 の か けら を 
先 に 取る と 、 足場 の 下 に 落下 し て し まう の で 、 再び 上 
に 戻っ て 取り に いく 必要 が 出 て くる 。 夢 の か けら は ク 
リア に 必須 で は な い が 、 で きる だ け 集 め て お きた い 。 





OSR 細 SE'3 誠 い 
1 月 の か けら を 飛び 直し で 、 葵 の か け 
ら ( 大 ) を 取れ ば あと の ゆん どる が な い 。 





" 論 ハコ を 移動 させ て 
リ 利用 し よう 


大 側 の 月 の か けら を 取る た め に 、 ハ コ 
を 右側 に も っ て いく 必要 が ある 。 そ こ で 


ンコ アル //』 | | 
ち 上 げ て 週 れ 
に に が YU 
は 、 持っ で い 側 
9yjilWAal 
| を 投げ よう 








八 ヨ を 持ち 上 げ 、 下 を くぐら せる よう に 
哲人 出 へ 投げ よう 。 こ の 方 法 な ら ば 、 八 コ 
を 持っ て 通れ な い ほ ど 天 井 の 低い 足場 の 
ド も 通す こと が で きる 。 投げ た ハコ は 台 
居 ぷ つか っ て 止ま る の で 、 そ れ を 使っ て 
自 ジ ャ ンプ を し よう 。 
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れ た と ころ に ある アイ テム も 、 
ぎる 。 ご の と ぎ き 、 ク ロ ノ ア よ り 下 に 
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更 えば 、 より タイ ミン グ を と りや すく な る だ 
ジン と グミ の 間 に あ る アイ テム を 取 
、 シ ョ ッ ト の タイ ミン グ が 宣 要 と な る 。 
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ロ を 持っ て 6 邊 ウ ャ ンプ を する と 、 
ノア は ハコ を 真下 に 投げ つけ る の 
れ を 








る 月 の か けら を 、? 計 ジャ 1 
が で きる の だ 。  。。 
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抽 腸 フラ ム ゥ で 2 段 ジャ ンプ 
ピジョン を 通じ て 強制 スク ロー ル と な る た め 、 操 作 


暗 間 に 泉 容 が な い 。 フ ラム ゥ を つか み 、 そ の まま 空中 | 議 議 | 
較 @ ジ シッ ンプ で きれ ば いち ば ん よい が 、 ミ ス が な けれ ば 屋 ホホ 3) | 

識 商 了 か ら の 2 段 ジ ャ ンプ で も 十分 問 に 合う 。 まずは 、 ーー ! 
還 2 段 ジャ ンプ の ミス を 減ら そう 。 


























MMUUUUUTTUTUTTTTITTUUIUIUUUHTTITTUIUTTTTUTTNTITIITHITTE THTTTTTUTTTTTTUUTUTUT リ ワリ タ _ タ lll' | | 











ー ル ン ジ 。 月 の 記 の 上 に ある 月 
けら は 、 他 O 肖 和 を 還 ら な いと 還 れ な い 。 





6 人 トゲ が ある の で 落 


、 依 の か けら は 、 ロ ー プ で 麻 り た あと 、 バネ を 使っ て 
高く ジャ ンプ し て 回 収 す る の が お すす め 。 ロ ー ブ を 降 
り る 途中 で 襲 の か けら が 見 える の で 、 ジ ャ ンプ し て 取 
り た く な っ て し まう が 、 下 に は トゲ が あり 、 eta3a 
空中 移動 で も し な けれ ば ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 
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三 軸 の 月 の か けら を 取る た め に 、 ハ コ 
= 郵 か すこ と が ポイ ント 。 ま ず は 、 グ ミ に 
っ まっ て か ら ジ ャ ンプ し て 左側 へ 。 そ 
補う 、 人 ハコ を 右 に 向かっ て 投げ る 。 こ 
mii コ を 使っ て 2 段 ジ ャ ンプ を すれ ば 、 
雪 の か けら を 回 収 で きる は ず だ 。 その 後 、 
三 の ほ し ご を 降り る た め に 和 足場 が 必要 に 
= っ の で 、 人 ハコ を 左側 に 投げ 返 そ う 。 
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| まず は 、2 段 ジャ ンプ し て 中 央 の グミ に ぶら 下がり 、 
到 右 の グミ に つか まる タイ ミン グ を 計 ろ う 。 左右 の グ 
ミ は 動い て いる が 、 自 分 の ぶら 下がっ て いる グミ に も 
っ と も 近づい た あと が 狙い 自 。 離れ て いく グミ を 追い 
か ける よう に ジャ ンプ し 、 早め に ショ ッ ト し よう 。 
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役 ろ に 回 り と に と 


L ロ 日 


0 
が ジャ ンプ 政 撃 し て きた ら 、 そ 
の 下 を くぐっ て 背後 に 回 ろう 。 
クロ ノア が 牙 貢 に 使う ム ら は 、 ツァ = 
画 貢 の 左右 の どちら か 、 ク ロ ノ 


ア か ら 各 いぼ うか ら 測 更 す る 。 ニーー ニ ーーーーーー ーー 
3 計 | 正 軸 か ら ム ゥ 5 ミ 
| を 投げ て も ガー 
」 ド さ れ て し ま 
4 う 。 必ず 背後 か 
Et 1 


レデ 





































蒼く ジャ ンプ し て か ら 、 曽 ま の 包 
< 攻撃 し て くる 。 チッ プル が ジャ ンー 
し た と き に クロ ノア が 立っ て いた 
を 狙っ て くる の で 、 左右 に 移動 する = 
PKGiiEHE/XPAcKyESc 二 SC 
こ お チ ャ ンス と 考え よう 。 






















みい て ん 


し な が 5 鐘 び 上 上 がり 、 人 人 に 箇 
還 手 を 叩き つけ て 、 左 右 両 側 に 災 の 波 を 
| 出す 。※ の 波 は 、 発 生 し て か ら 癌 離 が 
郊 れ る に つれ て 勢い が 衰え て いく の 
で 、 攻 撃 地点 か ら 離 れ て お け ば 、 ム ゥ を 
| 持っ た まま で も ジャ ンプ で か わせ る 。 







| 撃 。 か わす に は 、 2 段 ジ 0 
か な い 。 し か し 、 ム ゥ を 正面 か らき - 
ける と チッ プル が ガー ド し 、 こ の 和 
を 止め る こと が で きる 。 ど ちら に ほ - 
も 、 ム ゥ を 捕まえ て お く こ と が 送 寺 
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プレ アミ ル が 誇る 歌 尋 ム ジ カ が 、 人 々 の 頭 を 痛め る 歌 を 或 っ て いる 。 


ジ 
ムジ カ の 素朴 で 美しい 散 声 に 、 い っ た いな に が 起き た の だ ろう …。 
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メガ ササ ルン の 上 に アイ テム が ある の で 、 2 段 ジ ャ 
ンプ で 飛び 越 さ な けれ ば な ら な い 。 す ぐ 左 の ム ゥ ボ 
ダー ズ を 使っ て ジャ ンプ すれ ば よい の で 、 そ れ ほ 


し く な い は ず 。 タ イミ ング を 計っ て あわ て ず に 8 詩 ジ ypUOODD Pa 2 


ャ ンプ すれ ば 、 ア イ テ ム を 取る こと が で きる だ ろう 。 区 自 の ウ ャ ン フ を する の が お すす め 。 
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< 信 同 じ フ ラム ら を 3 回 ショ ッ ト 


] 回 自 の ショ ッ ト 揃 まえ た フラ ムウ で 、 夢 の か け 
ら (大 ) を 取る 。 復 活 し た フラ ム ゥ を 捕まえ た ら 
る の に 6 計 ソ ャ ンプ し て 冥 る 。 その 人 すく に 次 


売 の 穴 を ショ ッ ト し て 8 回 ひと と 2 ペル:E 弟 本 の 
イ テ ム を 取り つつ 、 消え る 床 か ら 左 の ゴー ル 地 点 へ 。 
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滑 間 昌 昌 GO) CIUurr) 』 mr 上 


1 急い で フラ ム ら を 捕まえ 、 原 が 消 上 
る 前 に 2 隊 ジ ャ ンプ を し ょ うぅ 。 
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トカ タール ーッ p】 5 
ド け て ム ら を 投げ る 
ムジ カ の 体 に 当たら な けれ ば 、 ダメ ー ジ は 
受け な い 。 嵐 に 巻き ま 上 げ ら れ て ムジ カ に ぶつ 
か ら な いよ うに 、 移 動 に は 細心 の 注意 を は ら 
お う 。 風 を 使わ な く て も 、 ム ジ カ が 低い 位置 
に いれ ば 、 通 常 の ジャ ンプ で ム ら を 吾 点 の お 
な か に 点 つ ける こと が で きる 。 











| と 属 の 役 置 に 
に 31 
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と 2 


は S 















な けれ ば 、 地 庫 を 歩く クロ ノア に は 当 
た ら な い の で 、 風 で 巻き 上 げ ら れ な い 
よう に 注意 すれ ば 、 ダ メー ジ を 受け る 
こと は な い だ ろ う 。 










ちば ん 上 まで 飛 \ 
ば され る 。 ムジ | 


_O ダメージ を 有 

ア た ペッ ルッ の) 
ug) | 林 が 天 きぐ な る 
| | の で 、 あ と に な 

(em る ほど と かわ じ に 

レロ | くく な る 。 
_@ 

ド ] 一 に っ 

1 が 

て じ ま う と 、 い | 
6 を 





' Ei わあ わ と 大 を 二 す | 
. る だ け 。 ダ メー ジ を 2 回 与え た 状態 で 








き 、 4 と ェ テ 円 ー 
」 品 から 間 普 待 を 吹き 出し て くる - 圭 





の 曲 に は ム ゥ が 入っ て いる の で 、 言 = 


えて ムジ カ の お な か を 狙 お う 。 還 ぎー 
いで 移動 が 制限 され る の で 、 一 刻 =_ 
ゥ を すぐ に 投げ 捨て 、 も う 一 方 を 芸 = 
えて 安全 を 確保 し て お こう 。 
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_ 内 を 激しく 異 れ まわ る 。 2 回 邊 = 


届か じゃま を し て うま く 移 動 で = 


て いく の で 、 の 導入 = 
を 避け られ る ポイ ント を 見 つけ == 








ニン ジン 嫌い の 怪物 が ニン ジン 以外 の 食べ 物 を 食べ つく そう と し て いる 。 
この まま で は 、 住 人 まで 食べ られ て し まう か も し れ な い 。 





て ヨ rLdVO 


し 4 


MSSIILS 


この ビジ ョ ン で は ブッ ピ ィ が 初 合 
岩 を 爆破 し た り し な が ら 、 ブ ッ ピ イィ の 扱い に 慣れ よう 。 





(信介 先 に ブッ ピ イィ を 投げ て お く 


この 先 へ 進む に は 2 彼 ジ ャ ンプ が 回 必要 と な る 。 
ジャ ンプ に 必要 な ブッ ピ ィ を 和 場 に 投げ て お こう 。 間 
い ほ う の 和 足場 に いる ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 左 の 足場 に 向 
か っ て 投げ た あと 、 下 の ブッ ピ ィ で 2 段 ジ ャ ンプ 。 先 
に 足場 に 置い た ブッ ピ ィ で 、 青 度 2 段 ジ ャ ンプ し よう 。 


( | 剛 降 り る と き は ハコ を 忘れ ず に 


この 場所 の ハコ は 、 必 ず 持 っ て 降り よう 。 ハコ は 月 
り /Opl に kB の / コ 2 ゴー ル に 入っ た りす る と き に 
必要 と な る 。 人 ハコ を 投げ て 降ろ し て も ゲー ム を 進め る | 介 
うえ で は 問題 な い が 、 届 を 2 つ 越 えて 取り に いか な け 
れ ば な ら な い の で 、 持 ち 上 げた まま 放り た ほう が よい 。 





つ と うじ ょ う 


場 。 何 度 も 捕まえ た り 





OO 
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アイ テム を 回 収 し て か ら 
グミ に つか まろ う 









の グミ に ぶら 下がっ て も 、 下 に あ 

っ ひけ ら ( 大 ) は 取れ な い 。 ム ら を 捕 ま 
- 主 喝 の 左端 か ら ジ ャ ンプ し 、 ア イ テ ム 
= っ た ら 2 段 ジ ャ ンプ 。 こ うす れ ば 、 下 
= っ すず に グミ に つか まる こと が で きる 。 
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eeeeeeeseseesoo 
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月 の か けら を 取る た め に は 、 じ ゃ ま を し て いる 岩 を 
ブッ ピ ィ で 爆破 する 必要 が ある 。 ブ ッ ピ ィ を 岩 の 隣 に 
言 き 、 カ ウン ト が 0 に な る の を 待つ 。 こ の と き 、 ブ ッ 
ビィ に 近 すぎ る と 爆発 に 巻き きこ まれ て ダメ ー ジ を 受け 

て し まう の で 、 妥 全 な 距離 を 保っ て お こう 。 
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爆弾 ハコ を 利用 する 最初 の ビジ ョ ン 。 複 数 の 爆 書 ハ コ を 
使っ て 、 爆 発 を 連鎖 させ な けれ ば な ら な いと ころ も ある 。 





【 信 S 但 時限 爆 破 で スイ ッ チ ON 


シャ ッ タ ー ー の 向こう の カギ を 取る の が 目的 。 まず 、 
ブッ ピ ィ を スイ ッ チ の 隣 に セッ ト し 、 その あと ロー ブ 
を 敬 っ て 消え る 床 の 上 へ 行く 。 ブッ ピ ィ の 爆風 で スイ 





ッ チ が 入っ て シャ ッ タ ー ー が 開く の で 、 消え る 床 か ら シ 
ャ ッ タ ー を 通っ て カギ を 回 収 し よう 。 





爆弾 ハコ を ぶつ け て 
爆発 させ よう 


夢 の か けら (大 ) を 回 収 す る に は 、 比 
半 ハ コ を ブッ ピ ィ が 示 い て いる 地 庫 の 右 








端 に 置き を 、 そ こ か ら 2 段 ジャ ンプ し よう 。 

次 の エリ ア に 進 も うに も 、 シ ャ ッ タ ー 
が じゃ まし て いる 。 ブ ッ ピ ィ が スイ ッ チ 
の 下 に くる 購 間 を 見 は か ら っ て 爆弾 ハコ 
を 投げ れ ば 、 その 燥 風 で スイ ッ チ が 入っ 
て シャ ッ タ ー を 開け る こと が で きる 。 














較 糧 発 連鎖 で スイ ッ チ ON 


を 連鎖 させ て シャ ッ タ ー を 開け 、 月 の か けら を 
- まず 、 履 を 利用 し て フラ ブッ ピ ィ を 捕まえ る 。 
デ ッ ピ ィ を ? 設 ジ ャ ンプ に 利用 し て 爆弾 ハコ を 取 
で へ 旗 り る 。 据え 閉 き スイ ッ チ の 上 か ら 爆 償 ハ コー こい っ Ha あと 、 
ラテ ブッ ピ ィ を 右 に 投げ れ ば 、 爆 発 が 連 鎖 する 。 まえ て きた フラ ブッ ピ ィ も 投げ よう 。 


==* こ で で ooeosooooooeoeooooeoeooeeoooooo ゃ oo ゃ ゃ oo も の ゃ る らら oeoooaeoooooeo 
回 
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(4 ERCOTTTS 証 
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り て アイ テム を 回 収 し 終え た ら 八 コ を 放し 、 中 央 の 風 
で 上 へ 戻る 。 て の フロ ア か ら 出 る に は 最後 に 2 段 ジャ ン 
ブ が 必要 と な る の で 、 右 の フラ ム ゥ を 捕まえ て お こう 。 
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ブッ ピ イ は 風 で 
: 菩 爆弾 ハコ は バネ で 


上 | 月 の か けら を 取る た め に 、 ま ず 爆 拝 ハ 
蘭 旧 コ を 岩 の 下 まで 運ん で お く 。 ブ ッ ピ ィ を 
環 上 | 連 ぶ に は 、 先 に 左下 の 岩 を 壊し て 風 を 開 


上 


較 還 放す る 。 ブ ッ ピ ィ を 捕まえ な お し て 、 そ | 
瑞 上 | の 出 に 来 っ て 上 の 段 へ 登り 、 爆 弾 ハ コ の | 
蘭 目 陸 に セッ ト 。 こ うし て 岩 を 爆破 し た あと 

琴 用 は 、 ブ ッ ピ ィ を 持っ て いっ て 2 彼 ジ ャ ン 
敵 有 | プ で アイ テム を 取 ろ う 。 
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『 岩 を 壊し て 「 天 、 個 
連鎖 を セッ ト す る | 


カギ を 取る に は 、 シ ャ ッ タ ー を 開け る 
剛 ス イッ チ を 入れ る 必要 が ある 。 爆発 を 之 
基 貧 させ て スイ ッ チ を 入れ よう 。 は じ め に 
四 フ ラブ ッ ピ ィ で 岩 を 爆破 。 そ の あと 爆弾 
還 ハ コ を 2 段 ジ ャ ンプ で 取り 、 岩 が あっ た 
剛 ス ペー ス へ 投げ 入れ る 。 さら に フラ ブッ 
尋 ピ ィ を 爆弾 ハコ の 隣 へ 投げ れ ば 、 爆 発 の 
識 連 負 が 起き て カギ が 取れ る よう に な る 。 
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3 スイ ッ チ 切り か え は 
他 の 部 屋 で 行う 
還 コ が 億 縮 ブ ロッ ク の 上 に 乗っ 
斉 て いる が 、 こ の 部 屋 に は 伸縮 スイ 
用 チ が 見 あたら な い 。 ハコ を 落と 
上 3 に は 、 他 の 部 屋 の 伸縮 スイ ッ チ 
計 県 作 し て 、 伸 科 ブ ロッ ク を 消す 
較 加 が ある 。 具体 的 に は 、 左 の 部 
了 に 行っ て 伸縮 スイ ッ チ を OFF 
詳し て 戻っ て くる と 、 ハ コ が 下 の 
証 場 に 落ち て いる は ず だ 。 ハコ を 
識 寺 っ て 左側 の 必 を 下っ て いき 、 閉 
脱し た ら 右 側 へ と 進 も う 。 


M 1 つの ハコ が 果たす 

6 ⑨ いろ いろ な 役割 

較 ここ の ハコ は 、 3 つの 目的 に お いて 重 
則 舞 な 役割 果たす 。 ま ず 、 上 の 夢 の か け 
由 ら (大 ) を 取る た め に 岩 を 破壊 する 際 に 
昼 ブッ ピ ィ を 投げ る 足場 。 次 に 、 下 の 段 で 
上 | 月 の か けら を 取る 際 に 、 右 の 天 科 に 置い 
旧 て 左 の 天 笠 を 高く する た め の 重 り 。 そ し 
| て 3 つ 自 は 、 こ の 部 屋 か ら 出る と き の 足 
場 と し て も 使う こと だ 。 
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の 前 の シャ ッ ター ー を 開け 、 ブ ッ ピ ィ を 捕 ま 
えて 右側 の 岩 を 壊 そ う 。 こ の 場所 の ブッ ピ 
ィ は 、 さ ら に 右 に ある 岩 を 壊す と き に も 便 
う の で 、 覚え て お く と よい だ ろう 。 
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/ 之 働 カウ ント 0 で スイ ッ チ ON 


手 上 下 の 段 に 降り る に は 伸 編 スイ ッ チ が OFF で な いと だ 
四 め だ が 、 そ の あと で 左側 に 進 お に は DN で な けれ ば な 
斬ら な い 。 そ こ で 、 ブ ッ ピ ィ を スイ ッ チ の 隣 に 置 こう 。 


上 l カ ウン ト が 0 に な る まで に 降り れ ば 、 左 に 進め る 。 右 
有 有 の アイ テム は 、 ブ ッ ピ ィ で 2 段 ジ ャ ンプ し て 取る こと 。 







まず 下 の 伸縮 ブロ ッ ク に 乗れ る よう に 伸 
縮 ス イッ チ を 入れ 、 そ の 横 に ブッ ピ ィ を 較 
く 。 カウ ント 数 が 0 に な る 前 に 、 右 上 の 足 
場 に 飛び 乗 ろう 。 ブ ッ ピ ィ が 爆発 する と ス 
イッ チ が 入り 、 先 に 進め る よう に な る 。 
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ハコ で 風 の 中 を 降り 
傍 中 の 足場 へ 


届 に 苗 し た 中 段 の 足場 に 、 月 の か けら が 
ある 。 一 度 出 で 上 まで 登り 、 八 を 持っ て 
か ら 降 り て いこ う 。 この と き 、 下 まで 行か 
ず に 中 段 の 足場 に 降り れ ば 、 月 の か けら な 
どの アイ テム を 取る こと が で きる 。 
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まず 、 ス イッ チ を 入れ て 水位 を 下げ て お く 。 次 に 、 

役 ジ ャ ンプ で 中 央 の 足場 の 上 に 乗り 、 右 の フラ ム ゥ 
が 人 復活 し た ら 再 度 捕まえ る 。 フ ラム ゥ を 壊さ れ な いた | 
め に 、 サ サル ン が 有 有 に 行っ た タイ ミン グ で 下 へ 降り 、 ・ 問 人 
8 段 ジ ャ ンプ で 奥 に 進ん で 月 の か けら を 取 ろ う 。 上 が っ て くる と ご ろ を 捕まえ よう 
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上 で 使っ た ハコ を 
下 で も 活用 する 


0 ハコ を 和 仙 に 放 げ て 時 温 の 下 を 
し 、 据 え 置き スイ ッ チ の 上 に セッ ト す 
須 5。 フ ャ ンク ー が 開い た ら フ ラム ゥ を 捕 
2 8 段 ジャ ンプ し て カギ を 回 収 し よ 
。 この あこ 、 据え 置き スイ ッ チ の 上 の 
ハコ を 古 側 に 投げ て 下 に 抄 と そう 。 こ の 
\ コ を 征 場 に すれ ば 、 Pa に ヨ の ) 扉 の 上 に あ 
通路 に 乗る こと が で きる 。 
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く 八 コ が 動き き 、 1 回 転 さ せる ころ に は 下 の 段 に 移動 
る 。 この 八 コ を 使っ て カギ を 取 ろう 。 
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矢 EIl パ ネル を 使い 
ハコ で 上 へ 


_ 八 コ が 伸縮 ブロ ッ ク に じゃ まさ れ て 取 
、 れ な い 場 合 、 左 の フロ ア に 戻り 、 ジラ バト 
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パネ ル の 特性 を 十分 に 活か す 必要 が ある 。 
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まえ 、 2 答 ジ ャ ンプ を し て アイ テム を 取 ろ う 。 
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スイ ッ チ を 入れ て 水面 を 下 れ ば アイ テム を 回 収 で きる 。 
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の 人 全 得 スイ ッ チ を 瘍 ブッ ピ ィ めがけ て 
自動 で 入れ る : 寺 ん 析 当 ハコ を 投げ る 


っ た 較 矢印 パネ ル を 使い 、 爆 誠 人 ハコ 上 よ へ 
ク を 移動 させ る と 、 伸 駒 ス イッ | 民 久 ※ る 。 次 に ブッ ピ ィ を 搬 ま え 、 ス イッ 
WO 較 | テ の 上 に セッ ト す る 。 ブ ッ ピ ィ の カウ 
較 | ント が 0 に な ら な いう ち に 爆 放 八 コ を 
ブッ ピ ィ に 投げ つけ 、 出 で スイ ッ 衝 

を NN させ よ 5。 





の 訪 向 が 一則 する よう に 、 を ド の 拓 果 Ne 


ジャ ン フ し て 足り 、 還っ て きた ム ら を 


下 の 矢 還 の 上 で 8 段 ジャ ンプ 
せ ば 、 有 上 の 通路 に 登れ る は ず だ 。 








て ヨコ drTLdV つ 
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KG IN 





か レ 提 に ト -|T- ん 6) 


ク 
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2 こい 








ホ に ム DS フト っ 
ジリ アス 自体 が 攻撃 する モー ド と 、 彼 を 押 
る 「 此 の 本 体 」 が 攻撃 する モー ド と が 切り か 
わる 。 ジ リア ス に 攻撃 を 当て 、 悪 の 夫 体 モー 
ド に し よう 。 こ の 状態 で 本 体 に ヘ ゥ を ぶつ け 
て 、 は じ め て ダメ ー ジ を 与え られ る 。 




























ジリ アス が 、 稲 厩 を 3 か 所 に 若 と 』 
くる 。 落 箇 す る ポイ ント の 上 空 に = 
II の BIEKGYSIACIE ラ リセ: デコ 
YOXc ak23 ミ EE ラウ リル pcoes 
た だ し 、 上 に 気 を と られ て 、 ム ゥ に 三 
た っ て し まわ な いよ うに 注意 。 


汗 に N て いる ジリ アス か 、 光 の 輪 
を 投げ つけ て くる 。 こ の 光 の 輪 は 、 持 
ち 上 げ て いる ム ゥ で は ね 返せ る 。 ジ リ 
アス の モー ド か ら 上 悪 の 本 体 の モー ド に 
切り か える に は 、 こ の 光 の 輪 を は ね 返 
し て 、 悪 の 本 体 に ぶつ ける こと 。 

















肖 の 和 体 の 分 英 が 左 如 か ら 1 = 
、 そ の あと に 楽 体 と 、 計 3 回 の 
た り を し て くる 。 こ の 体 当たり に ほほ 
レル づら 】P た さら た 時! ニ 0G921ESZ で EE 
を 撃退 し て 無力 化 で きる し 、 本 体 な = 
ば ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる - 


ジ 25z2 く ミー ド か ら 片 の 価 の モー 


ド に 切り か わる と 、 稲 建 を 8 方 向 に 
向け て 放っ て くる 。 真下 、 有 下 、 左下 
と 、 攻撃 の 方 向 が 一 定 し で いる うえ に 、 
飛ん で くる スピ ー ド も それ ほど 速く な 


い の で 、 千 分 か わせ る は ず だ 。 





















選 じ 色 の ム ら を 顔 に ぶつ け 
四 紀 の 魔王 の 本 体 を 攻撃 し よう 
主 の 顔 と 同じ 色 の ム ゥ を ぶつ ける と 魔王 
本体 が 現れ る の で 、 そ れ に ム ゥ を ぶつ けれ 
ほ 、 ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 異な る 
詞 の ム ら を 当て た 場合 は 、 腐 王 の 靖 の 色 が 変 
わる 。 床 が 動い て いく の で 、 歩き づら いと き 
= ジャ ンプ で 移動 し よう 。 









畔 上 じ 色 の ムウ 
| が いな い 。 ど ち 
ら か 一 方 を ぶつ 
| け て 、 絶 望 の 鹿 
) 王 の 顔 の 色 を 変 
| えて いこ う 。 





ミコ ご か で 見 た 
ーー | マー ク を 思わ せ 
| る 絶望 の 應 の 
| 浴 体 。 そ うい え 
放 ミ ほか の ボス 


。 ンー | の 台 点 に は … 











WACLPSR 
| 球 を 床 に 添っ て 放っ て くる 。 下 を 歩い 

て いる ム ら の 色 は 、 こ の 光 球 と 同じ 色 
|、 に 変え られ て し まう 。 効果 音 が 出る の 
| で 、 そ れ を 頼り に ジャ ンプ で か わ そ う 。 















か ら へ 天 を は し て くる 。 
の 上 部 が 下 に 現れ る の で 、 攻撃 し て 
くる ポイ ント が わか る 。 こ れ を 参考 に 、 
うま く 弾 と 弾 の 間 を 切り ぬけ よう 。 弾 
が 通り ぬけ で いっ た 場所 に 移動 する 
と 、 安 全 が 礁 保 で きる 。 





2 の た ちゃ うお う 


点 か ら 画面 中 央 を 経て 体 当たり を し て 
と て 23PIEXb1 の / ラ 
同 へ 移動 する の が 安全 だ 。 床 の 動き が 
速く な る 場合 も ちる の で 、 ジ ャ ンプ し 
な が ら 退 避 す る と よい だ ろう 。 














SI めじ 補 の NE に [EE で 


(て り ケ 昌 坦 ヨ dnLdVO 
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V 山 い \ 





堪 書 


フー ルド 5 の ボス で ある ジリ アス を 倒し 


た と 思っ た ら 、 な ん と 、 真 の ボス 、 絶望 
魔王 が 登場 する 。 そ し て 、 こ の 絶望 の 腐 王 


電 高 どう 事 尋 


を 倒せ ば 、 感 動 の エン ディ ング を 迎え る 。 
夢 を 見 る こと が で き な い 身 を 嘆い て いた 


ここ る ぜ つ ぼう まま お 3 


ジリ アス の 心 の 隙 を つい て 、 家 望 の 魔王 が 


こう で いい 高 玲 コ 


寺本 を 探 つ て いた 。 ジア ロア / は 、 ジリ アス 


く お 


の 悪夢 を 追い は ら う と 同時 に 、 彼 に 夢 を 見 


た いせ せつ て で いい 記 立 と ど ぜ ぜ と 


る こと の 大 切 さ を 教え る 。 帝 国 の 人 々 が 夢 


は 上 あり すう て LT 


を 見 る 権利 を 求め る な か 、 皇 癌 ジリ アス は 


の 導 生 人 ほん ちい 


言 する 。「 夢 見 る 帝国 」 本来 の 夢 を ……。 


これ まで の 「 風 の クロ ノア ] シリ ー ズ と 


どう よう ん か いい し 癌 つけ ル 


同様 に 、 今 回 も 、 エ ン デ ィング 後に 出現 す 


よう ゆい 


る | エキ スト ラビ ジョ ン 」 が 用 意 ご され て い 


し 語 コ げん じょう 


る 。 そ れ ぞ れ の 出現 条件 に つい て は 、 右 ペ 


さき ん しょ う 


ー ジ を 参 虹 し て ほし い 。 


し ゅ つけ 上 ルビ ょ うけ ん 


EX- 1 の 出現 条件 に ある 「 全 ビジ ョ ン 」 


と 名品 う 世 高 ま たま く し 


に は 、 ピ ワー ルド ] て 5 に お いて 途中 選 択 肢 
で 選ば な か っ た ビジ ョ ン も 倫 ま れる 。 ま た 
EX-Po で は 、 ワ ー ル ド 1 一 5 に お いて すべ 


いい じょう 


て の 夢 の か けら を 集め た ビジ ョ ン が ら 5 以 上 
あっ た と し て も 、 エ ン デ ィング を 見 な けれ 


し 語 つ げん 


ば 出現 し な い 。 も ちろ ん 、EX- 1 と EX-8 


し 語 づ つげ 見 本 世 M 


同時 に 出現 する と いう 可能 性 も ある 。 





















台 W 


こつ い に 、 引 
の 魔王 を 倒し 
た 。 長 か っ た 戦 
いも よう や く 締 


わる 。 





ー エ ン デ ィング 
まで の 道 の り は 
長い が 、 見 る 価 


選 還 補 二 


値 は 十分 に ある 。 





と 、 ワ ヴー ルド の 


マッ ウッ プ 上 に 、 
キス トラ ピジン ョ 


ン が 出現 する 。 











エキ スト ラビ ジョ ン の 特徴 


エキ スト ラビ ジョ ン の 特 御 は 、 な ん と い 
っ て も その 難易 度 の 高 さだ 。 普 通 に ゲー ム 
を クリ ア し た レベ ル で は と て も 政略 で き な 
い の で 、 何 度 も 練習 し て みよ う 。 

エキ スト ラビ ジョ ン は 全部 で 3 つ 。 EX- 
1 と EX-3 は アク ショ ン 襲 素 が 強く 、EX-2 
は パズル 柚 素 が 強く な っ て いる 。 すべ て の 
ビジ ョ ン 制 を めざし て が ん ば ろう ! 





1 エキ スト ラビ ジョ ン 必 略 に は 、 これ まで 麻 い て きた 
テク ニッ ク の すべ て が 必要 と な る 。 
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MA 表 2m4 adeey 











1 ベス トク リア タイ ム が 記録 され る の で 、 最 知 記録 を 
めざし て みる の も お も し ろ い 。 


EAAS り 1 コツ ヒド 





ボス 戦 と エキ スト ラビ ジョ ン を 含め た 全 
43 ビ ジョ ン を すべ て クリ ア す る と 、 こ の 


ゲー ム を 本 当 に 全 ク リア し た こと に な る 。 
ア 後 に は 、「 全 ビジ ョ ンク リア お めで 
と う 」 の 画面 が 表示 され る 。 


アル マク A9 レレ 


E 淡 出現 条件 
アク ショ ン ・ バ ズル 側 を 斉 め て 、 ワ ー ル 
に 1 5 の ま ビ ツ ョ ン を クリ ア す る こと 


ー ア クシ ョ ン 製 
| 系 の 削い EX 1。 
| まず は 小岩 議 ペ 





EX=2 出 中 条件 


夢 の か け ビシ: を SG キッ) ココ ピア 2) 





以上 あっ て 、 エ ン デ ィング を 見 て いる こと 。 


ー 回 転 部 司 が 2 
つも 登場 し 、 其 
| し い バ ズル が 並 
ぶ 。 い ろ い ろ ょ 


試し て みよ う 。 







EX-3 出 現 条件 


ワー ルド 1 一 5 に 加え EX-1、 EX-8 を 含め た 
全 ピ ジョ ン で 王 の か けら を すべ て 集め る こと 。 


ー も っ と も 其 し 
leex-s クリ 
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フラ ム ゥ を スイ 
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E 王 六 長 省 肖 ほ 生還 - 


CAPTURE 代 2 
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に 有明 中 四 色 朋 紅 王 遇 昌 革 昌 王 時 主 上 衣 折 王 下 王 盾 昌 芋 当 王 王 た 昌 王 王 昌 王 提 計 王 き 王 きき きま 当 きき 





(8 連続 ジャ ンプ の 腕試し 


連続 ジャ ンプ を 続け て 先 へ 進ん で いく 。 投げ た フラ 
ムウ の 復活 を 空中 移動 で 待つ 場合 、 次 売 の 穴 より 右側 
に 進み 、 次 に 捕まえ る フラ ムウ まで の 離 を 縮め て お 


な いい 


こう 。 こう すれ ば 、 次 に 連続 ジャ ンプ する と き の 名 易 


度 が 下がる こと に な る 。 





(CPK7ECTTTe 


まず は 、 フ ラム ら を 使っ て 中 央 の 走 場 へ 移る 。 こ の 
足場 の 若 員 に 立っ て 、 上 か ら 落 ち て くる ム ゥ を 捕まえ 、 
右側 の 足場 へ 2 彼 ジ ャ ンプ で 移動 。 須 の 足場 で は 、 


ャ ンプ で 近づき な が ら ム ら を 捕まえ 、 その まま 空中 で 
連続 ジャ ンプ し よう 。 


() 





1 アイ テム を 取ら で か ら 連 縛 ジ ャ ンプ 
し て グミ に つか まれ ば 、 落 る ず に すむ 。 








1 ム ら が 有 喘 立 っ だ たと き を 基 っ て り 
ャ ンプ し 、E 界 し な が レ ョ ッ ト する 。 


ーー ズ mV 細 に 工人 筐 ヨ n1dV つ 











EDUU 有 人 


ご どう せ 


仕掛 け の 構成 が 複雑 な だ け で な く 、 操作 の タイ ミン グ も 
シビ ア に な っ て いる 。 非常 に 難易 度 の 高い ビジ / ョ ン だ 。 





選 / 届 J 尊 / 圧 








9 940 の の の の ゃ の の の の の の の の の の の の の の の ぐ ④ の の ぐ の の の の る の る の らら の の po の の の の の る の な の の の の の ぐ の Oooooosooo の ooooooooo な oooeaeeea 


太 / 呈 回 転 部 屋 か ら 回 転 部 屋 へ 
似 た よう な 部 屋 が 続い て いる の で 迷い や すい 。 ど の 








通路 が どの 部 屋 に つなが っ て いる の か 、 マ ッ プ で よく 

確認 し よう 。 一 度 下 に 落ち て し まう と 、 戻 る に は 脂 路 “ 
に を た どり 置 さ な け れ は な ら な い の で 、 下 に 放り る 前 に 、 ami っ っ 。 ァ ッッ フ ェ 
コ や り 残 し が ある か ど うか を 確か め る こと 。 見 て 確認 し た ほう が よい だ ろう 。 
し em ROCK 人 
夫 et の 
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ン 
= (P.116) 
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『 間 来 せる も の と 投げ る も の 


まず 、 据 え 置き スイ ッ チ の 上 に ハコ を 乗せ 、 ブ ッ ピ 
ィ を 投げ て 岩 を 壊す 。 次 に 、 ブ ッ ピ ィ が 復活 し て 据え 
置き スイ ッ チ の 上 を 歩く タイ ミン グ を 見 て 、 八 コ を 投 
げ こ も う 。 岳 え 置き スイ ッ チ に 乗せ る も の と 、 シ ャ ッ 1 ハコ を 地 け こん だ あと 、 0 
ター の 向こう に 投げ る も の が 変わ る 点 が ポイ ント 。 シャ ッ タ ー を 胃 り ぬけ よう 。 





mv 
バ / 














= ムウ を 投げ る 
の は 消え る 床 を 
軸 刻ん だ あと 。 ハ 


只 還る に は 
き 厚 スピー ド 勝 負 ! 





1 らい ぎ コ の 正 に 乗っ て 

だ ん し た 。。 ろ し ほ と 1 た 包 の: 宗 ま Ac: いる の で 、 中 央 

ハコ を ム ゥ の 1 段 下 の 足 場 に 投げ た あ / 較 蔽 四 の 消え る 床 へ 障 
と で 、 左側 の 消え る 床 の 上 に 2 段 ジャ ン ( 軸 生 夫 

プ の 要領 で ハコ を 置く 。 次 に 、 ム ゥ を 捕 ーー 中央 の 消え る 








まえ て ハコ の 上 に 乗る 。 ここ まで 準備 で 
計 た ら 、 八 コ の の 消え る 床 に 乗り 、 す 


| 床 か ら す ば や く 
隊 開 呂 り て 右 の スイ 


うえ も と ひだ り な ッ チ を 風 玉 で シ 
ほや く ハ ハコ の 上 に 戻っ て ムウ を 左 に 投げ ョ ッ ト 。 と に か 
く ス ピー ド を 重 






ろ 。 最 後に 、 八 コ の 上 か ら 中 央 の 消え る 





ココ の ご みぎ 視 し よう 。 

訂 を 乗り 越え 、 右 の スイ ッ チ を ショ ッ ト 。 
〇 
ココ 

ssseooeooooooe 招 9 | 
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シア ! 陸 | 
『T 
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ツジ ] 
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E | 
X 
『 
2 


eeeseeeoooeeeeeoeooaeeeoeeoeeeooeoeeeeeeooeeeeeeeeooe 


上 6 訪中 央 の 消え る 床 か ら 右上 足場 へ 


左 の 消え る 床 に ハコ を 乗せ 、 ム ゥ を 持つ た まま 中 央 
の 消え る 床 に 登 ろ う 。 中 央 の 消え る 床 か ら な ら 、 有 上 
の 足場 まで 通常 の ジャ ンプ で も 乗る こと と が で きる 。 ム 
ウゥ を 拘 え た まま 走 場 の 右端 へ 。 2 段 ジャ ンプ を 使っ て 、 


が めん た なき ] 中 央 の 消え る 床 か ら ジ ャ ンプ 。 足場 
画面 右 隅 の アイ テム まで きっ ちり 回 収 し よう 。 の 右端 まで ムウ を 持っ て いこ う 。 








の 軸 間 軸 再 章 軸 彰 遇 あ 還 草加 の 天 重量 理 軸 間 生 事 旬 間 旬 の 天 再 人 王 再 陳 間 間 更 間 雪 間 軌間 章介 還 登 音 供 司 衝 攻 衝 韻 韻 再 二 等 僅 号 本 専大 生 大 生 下馬 王 呈 垂 








ト 数 が 4 と 非常 に 少 な 
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が お 訂 お 





開い て いれ ば 、 
フッ ピ ィ の 








7 舌 じ ャ レレ 
で 2 呈 ム ゅ 准 「 


信 = 交 ハコ と 敵 と 風 玉 で 


: | 主 "大 シャッター を 開け る の スッ 及ぶ 
和 の うけ 、 風 赴 上 
1 の ヌス イッチ 人 


まず ハコ を 持ち 、 動 く 床 で 上 に 登 ろ う 。 Wat 
左側 と 中 央 の 消え る 床 を 踏み な が ら 右側 
の 消え る 床 に ハコ を 乗せ た あと 、 有 側 の 

消え る 床 も 牙 お 。 中 央 の 床 が 消え た ら フ | MA 
ラム ウゥ を 捕まえ て 2 段 ジ シャ ンプ し 、 真 下 まっ B ・ に 二 X0OP 
の スイ ッ チ を 入れ よう 。 最後 に 、 左 剛 の ASy 放 ” WWW6 
スイ ッ チ を ショ ッ ト 。 八 コ が 落下 し て 右 

の スイ ッ チ が 入り 、 シ ャ ッ タ ー が 開く 。 


・ 州 え 置き スイ 


aeeeeeeoeee 





seeSoeoooeoeooeeoseeooo 


eeeooooeooooeoe eeeoeooeee 


Seaeee 


| の) 人 ⑳⑳@:⑳: 仙 : 人 の: の: の 


Nm-<mV 軸 に 工 筐 ヨロ 1dV つ 






先 に 進 お た め に 、 伸 編 ス イッ チ を 入れ る 必要 が ある 。 
右側 に 進ん で スイ ッ チ を 入れ た ら 八 コ を 手 に し て 風 の 
中 を 降り 、2 段 ジャ ンプ し て 左側 へ 。 こ の と き 、 風 か 


ら 若 側 に 八 コ を 持っ て いっ て し まう と 、 発 に 進 お 方 洋 


( 還 1 恋 側 に 隙 り れ ば 店 心 。2 際 ジ ャ ンプ フ 
が な く な り 、 と と か ら や り 直 ざさ な けれ ば な ら な く な る 。 する だ け G 作 6 進め の 7, 


7 














ピー. 
ぃ 7)\ 












飾る 





を 
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CAPTUREW り U 八 四 ハ 軸 迷 - で の 


《2 | 逢 パ ネル に は ね 返ら せよ う 


向かい 人 の ) た 失 印 バネ ル の 上 で 2 段 ジャ ンプ する 
< の その 間 を フラ ム ウ が 移動 し 続け る の で 、 それ を 捕 

まえ て 2 段 ジ ャ ンプ し よう 。 最後 の 前 い 矢印 は 上 に 向 
け 、 バネ ル の と ころ で 2 段 ジ ャ ンプ する 。 上 に は ね 返 
され た 英 を 、 直 接 シ ョ ッ ト し な けれ ば な ら な い 。 





tt バネ ル の 上 で ? 段 ジャ ンプ 


うお う 


軸 穫 の 包 場 に 乗る と き は 、 向 き の 失 印 パ ネル の と 
ころ で 2 段 ジ ャ ンプ 。 す ぐに 振り 返っ て ショ ッ ト し 、 
ブッ ピ ィ を 捕まえ 直 そ う 。 右 の 足場 で も ブッ ピ ィ が 必 
圭 に な る の で 、 向 き の 矢 男 パネル の 上 で 段 ジャ ン 
の し (の 5 リラ 





1 横 ジ ャ ンプ し た あと 、 す ぐに 振り 返 
うら で ショ ッ ト じ よう 。 








1 講 い 矢 還 パネ ル を 右向き に か え 、 Es 
わっ う て く る ブツ ピ イ を 捕まえ よう 。 
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ク 


oO-< く mV 山 い 
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C-> く mW 山 い 








seeeeoeeeeeeeeeop 


上 2 訪 フラ ム ゥ で ブッ ピ ィ を 爆破 


左向き の 失 印 パネ ル の と ころ で 2 身 ジ ャ ンプ し 、 


CD 4 


ラム ゥ を 捕まえ た ら 却 へ 進む お 。 
くる ブッ ピ ィ に ム ゥ を 
ぷ つ け 、 岩 を 爆破 し よ 
う 。 上 向き の 矢印 パネ 
ル で 、 同 じ フ ラム ゥ を 
使っ て 連続 ジャ ンプ を 
繰り 返せ ば 、 上 の 段 に 
登る こと も で きる 。 


| 最高 難 度 ? 
上 ム ら で 矢印 階段 を 登れ 





2 段 ジャ ンプ 後 、 矢 印 バ ネル で は ね 
返っ た ム ゥ を つか ん で 連続 ジャ ンプ 。 
次 の 矢印 パネ ル に ム ゥ を 飛ば さ な け れ 
ば 登れ な い の で 、 あ る 和 度 栖 ジ ャ ンプ 
で 移動 する こと が 必要 に な る 。 


に ム っ が 戻っ 
で くる まで 高き 
を 維持 し よう 。 





箇 パネ ル を まわ っ て 





@ 





1 ご の 役 置 か ら フ ラム ゥ を 投げ れ ば 
ブッ ピ ィ を 爆破 する こと が で きる 。 





DLLLO seoeooooeoooeoooeeoooeooeoooaoooweooeeoceemanNa 


条 交 ミス は 命取り 
志和 な 連続 ジャ ンプ を 


うち ゅ うい どう 


最後 は 、 連続 ジャ ンプ と 空中 移動 で 
名 へ 進ん で いく 場面 が 続く 。 あ ぶな く 
な っ た ら 、 空 中 移動 し な が ら 復活 し た 
敵 を 捕まえ 直す 。 とにかく 、 愉 思 ト 
より も 正確 さ を 重 視 す る こと だ 。 

25 中 移動 し な 
| が ら 敵 の 復活 を 
待つ 。 この ビジ 
ョ ン で は 、 必須 
12328 が 2 





上 ーー ドド で < で oo で ゃ くく oeoooooooo で oo の pop の oooo る ら @ る らら の で の で の の で の る の の oon 
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MR いこ 


お 店 で は 売っ て いな い 
オリ ジ ナ ル ア イ テム ! 


「 同 の クロ ノア ー 芝 見 る 普 国 一 』 
の オリ ジ ナ ル グ ッ ズ は 、 す べ て 
非売品 の 超 レア グッ ズ だ 。 

清司 は 、 イ ベン ト 用 に 作ら れ 
た アイ テム を 、 本 書 読者 の 中 か 
fiESWGo1 と 21(alyZace の 4 


【 応募 の きま り 】 


八 ガ ガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 
名 、 年 齢 性 別 、 電 話 番 号 、 希 昌 商 
品名 、 本 書 の 感想 を お 書き の う 
え 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 
| kk 
NeE き lelell 
東京 都 千 代田 区 一 ツ 橋 9- 9- 1 
小学 館 スポ ー ツ 8& ゲ ー ム 企画 室 
風 の ク ロ ノ ア ・ 夢 見 る 帝国 係 


% こ 中 亀 NW109 


ーUr で プ こ てら (0O 護 9 


ー テ VG で MS 導 WucN IN と ロ N] 


圏 し めき り 

el』: 自 19 ミ 63lkEED 

※ 当 選者 の 発表 は 発送 を も っ て 
\ だ だ きま す 。 
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パラ ショー トキ ッ ト …30 名 





























ー ト て 愉 へ 昌 若 医 但 9NIJVW 





























「 風 の クロ ファ ア + シリ ー スズ 第 4 作 と な る 「 風 の クロ ノア ー 夢 見 る 錠 国 一 」。 





これ まで の 作品 の エッ セン ス を 引き 継い で 新た な パズル & ア クシ ョ ン ゲ 
ー ム を 作り あげ た スタ ッ フ の 方 々 に 、 制 作 秘話 な ど を 語っ て も ら うた だ 。 


どう し て も 作り た か っ た 
GBA 版 「 ク ロ ノ ア ] 


ー 今回 は 、 ゲ ー ム ボー イア ド バ ン ス ( 以 
下 GBA) で の 発売 で すね 。 

原 は い 。 衝 が 作り た か っ た アク ショ ン & 
パズル ゲー ム の 「 ク ロ ノ ア 」 は 、3 D で な 
く と も 2 D で 十分 表 現 で きる ん で す 。 そ れ 
と 、 ワ ンダ ー ス ワン (以下 WS) 厳 「 鳳 の 
クロ ノア Moonlight Museuml を シリ ー 
ズ 化 し て いき た か っ た 。 そ れ で 、GBA の 
発売 が 発表 と な っ た と き 、 すぐ に 「 ク ロ ノ 
ア 』 が 淳 か びました 。 東京 の スタ ッ フ は 








アー 
ゆ 
24 


「 出 の クロ ノア 2 ^ 世界 が 望ん だ 忘れ も の 
ー』 の 制作 で 手 い っ ぱい だ っ た の で 、 ぜ ひ 
大 阪 で 制作 させ て ほし いと 手 を 上 げた わけ 
で す 。 ま あ 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム は な ん で も 
よかっ た の で す が 、GBA の ソフ ト を 作ら 
な く て は な ら な い 時 期 だ っ た の で 、 騙 回 は 
GBA 服 と いう こと に な り ま し た 。 

ーー 人気 シリ ー ズ の 最新 作 で すか ら 、 制 人 
中 の 苦労 も 多かっ た の で は ……。 

石田 ええ 、 か な りあ り ま し た ね ( 笑 )。 
これ まで の シリ ー ズ と の ギャ ッ プ を 感じ さ 
せ て は いけ な い の で 、 プ レッ シャ ー が 大 き 
か っ た で すね 。「 ク ロ ノ ア 」 シ リー ズ を 放 














原 敏也 


1957 年 生ま れ 。 山口 
県 出身 。1981 年 入社 。 
営業 ・ 販 売 部 門 を 経て 
開発 部 へ 。 デバ ッ ク グ 品 
質 管 理 を 担当 後 、 大 孤 
開発 本 部 で 開発 チー ム 
を 指揮 し て いる 。 





ん で いる 人 に 違和感 な く 遊 ん で も ら え る よ 
うに 、 操 作 面 で か な り 気 を 遣い まし た 。 

2 し 20 

た く 違和感 を 感じ ませ ん で し た 。 

クロ ノア の 動き を プレ イス テー ショ 
ン (以下 Ps) 版 に 近づけ る の は 、 い ちば 
ん 苦労 し た 点 の ひと つ で す 。 草 失 的 に は 、 
クロ ノア が 同じ 操作 で 同じ 動き を を し な く て 
は な ら な いわ け で す が 、 最 初 は か な り 違 い 
まし た 。 ハ ー ド の スペ ッ ク 的 な 違い も ある 


も ょ うそ い 


の で 、 そ の 調整 が 大 変 で し た ね 。(/) 


石田 アイ デア の 段階 で は 、 仕掛 け は 
100 近 くも あっ た ん で す 。 そこ か ら 、 中 
考 に 選考 を 重ね て 、 実際 に ゲー ム に 登場 す 
る 仕掛 けが 採用 され た ん で す 。 そう いう 意 
味 で は 、 す べ て 自 償 作 か な ( 笑 )。 回 転 部 屋 
は 、 私 が どう し て も 入れ た か っ た も の な ん 
で す 。 画 曽 が 回 転 する と いう の は 、 実は GBA 
と いう ゲー ム 機 の 大 き な 特徴 な ん で す よ 。 

原 ブッ ピ ィ で スイ ッ チ を 入れ る と か 、 生 
し を 置い て シャ ッ タ ー を 開け る と いっ た 仕 
掛け の 多く は 、WS 版 で 使っ て いた も の な 
ん で す 。 そ の 他 の 仕掛 け も 、 こ れ ま で の 
『 ク ロ ノ ア 」 シ リー ズ で 使わ れ て いた も の 
が ほとん ど で す 。 そ れ ら を 引き 継い で 
GBA 版 が 作ら れ て いる わけ で す 。GBA 且 
か ら の 新 素 と し て は 、 矢印 パネ ル 、 天 筆 、 
磁石 ブロ ッ ク 、 それ に スイ ッ チ に よる 水 の 
出し 入れ な ど で し ょ うか 。 仕 掛け と いう 上 で 


9 すべて を 結集 し まし た 


原 PS 版 と GBA 版 の いち ば ん の 違い は 、 
大 き さ な ん で す 。GBA で は 、 小 さか 画面 
で バズ ル を し て いる 動き まで 表現 し な く て 
は な ら な い 。 仕掛 け に 関す る 、 さま ざま な 
情報 を 見 せる 必要 も あり ます か ら ね 。 ア ク 
ショ ン を で きる だ け 似 せつ つ 、 仕 掛け を 見 
せる 。 そ の 点 が 凶 し か っ た と 衣 い ます ね 。 
石田 仕掛 け 自体 、PS 央 と は 思 な る も の 
な の で 、 すん な り 遊 ん で も ら え る か 、 員 く 
( 記 低 年 齢 の 子ども た ち に 理解 し て も ら え 
る か と いう 不 受 は あり まし た 。 


GBA の 特徴 を 活か し た 
画面 が 回 転 する 仕掛 け 

ー 回 連 部 屋 は お も し ろ い 仕掛 け で すね 。 
仕掛 け に 関し て は 、 こ れ は 自信 作 と いう も 
の は あり ます か 。 





も っ と も 出来 が いし \ の は 、 矢 印 バネ ル で すね 。 
石田 仕掛 け を 作っ て いる と 、 だ ん だ ん 自 
分 が 意地 膨 に な っ て いく ん で すね ( 笑 )。 
これ な ら わ か ら な い だ ろ うと か ……。 全 価 
の 構成 と し て は 、 ア クシ ョ ン 次 第 で 、 バ ズ 
ル を 解 か な く て も 進め て し まう も の が あっ 
た り し て 、 そ うい う 点 を 修正 する の が けっ 
こう 大 変 で し た 。 ほ か に も 、 シ ビア な タイ 
ミン グ や 操作 を 必要 と する 仕掛 け は 、 極 力 
な くし た つも り で す 。 





石田 太輔 


1968 年 生ま れ 。 島 根 
県 出身 。1991 年 入社 。 
ファ ミス タ 』 シリ ー 
ズ 、GB 版 「 ボ ケッ ト 
キン グ 』 な どの 制作 を 
担当 。 ディ レク ター と し 
て 現場 を 指揮 し て いる 。 
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すべ て の プレ イヤ ー に 
エン ディ ング を 見 て ほし い 


ーー ゲー ム を 進め て いく と き に 、 ア クシ ョ 
ン 面 と バズ ル 面 の どちら か を 選べ る よう に 
し た 、 そ の 狙い と いう の は ……。 

石田 WS 版 で は 、 パ ズル 庫 し か な か っ た 
ん で す 。 そ れ で 、 ぜ ひ ア クシ ョ ン 面 も 入れ 
た いと 思っ た ん で す 。 

原 息 ぬ きす る 場 が まし か っ た ん で すね 。 
ゲー ム の 中 で 、 ず っ と パズル ば か り だ と 
疲れ て し まう 。 そ れ で 、 ア クシ ョ ン 面 や 
BOSS 戦 を 入れ た わけ で す 。 も ちろ ん 、 
パズル ゲー ム で も ある の で 、 パ ズル は 解い 
て も ら わ な く て は 困る けれ ど 、 ソ フト を な を 抽 
っ た 方 すべ て に エン ディ ング まで 行っ て も 
らい た い 。 バ ズル 面 で 詰まっ て し まっ て も 、 
アク ショ ン で クリ ア で きれ は ば 先 に 進め る 
よう に し た か っ た と いう こと も あり ます 。 
石田 アク ショ ン 押 を 入れ る こと に よっ 
て 、 パ ズル 苗 と の バラ ンス 調整 が 難し か っ 













ー ゴ ツ ゴ ツ と し た 涯 場 、 装い 空 と 広がる 砂 江 。 後ろ 
に 生え て いる の は 、 サ ボテ デン 。 そん な イメ ー ジ で 重 
か れ た 、 ガ ザラ ンド の ビジ ョ ン イ ラス ト 。 「 争 い @ の 
絶え な い 街 = 葉 廃し た 感じ と 」 な の だ と いう 。 


ン ! 守 下 は 「 王 都 ル ・ エ ル ジ ン バ 」 の ビジ ョ ン イ ラ 
スト 。 機 仕掛 け の 天 下 街 な の だ ろう か 。 右 下 は ワ 
ー ル ド 3 の ジオ ブ ブ 。 の どか な 田園 風景 が 広がり 、 
時 物 も な ん だ か 食べ も の っ ぽい 感じ が する 。 5 つの 
ワー ルド の 中 で は 、 も っ と も コミ カル な イメ ー ジ 。 





た で すね 。 静 の か けら を 100 個 集め る の 
は 、 か な り 大 変 か も し れ な い 。 


これ まで に も 増し て 難し い 
今回 の エキ スト ラビ ジョ ン 


原 ゲー ム を 作っ て いる と 、 難易 度 と いう 
も の が どん どん わか ら な く な っ て くる ん で 
す ( 笑 )。 今 回 は 、 と くに 悩み まし た ね 。 

石田 当初 は 子ども を か な り 意識 し て いた 
ん で す が 、 社 内 の テス ト プ レ イ の 場合 上 手 
な 人 が 多く て ……。 そ の ギャ ッ プ に も 悩み 




































まし た 。「 簡 単 すぎ る 」 と いう 声 が 出 て ど 
ん どん 難易 度 を 上 げ る ん で す 。 そ れ で 、 ほ 
ぼ 固 まっ た 段階 に な っ て 、 今度 は 「 難 し い 」 
と いう 声 が 上 が っ た り ( 笑 )。 そ うす る と 、 
最初 か ら や り 赴 し に な る ん で す よ ね 。 

原 パズル ゲー ム っ て 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム 
と 比べ て 、 難 易 度 調整 が 本 当 に 難し い 。 同 
じ よ うな 難易 度 の パズル が あっ た と し て 、 
最初 の 解き 方 は 気づく の に 次 の は 気づか な 
いこ と も ある 。 た くさ ん の テス ト プ レ イ を 
重ね て 、「 ど こ が 難 し か っ た か | 「 ど の バズ 
ル が 解け な か っ た か 」「 ど こ に 気づか な か 
っ た か 」 な ど を 調べ て 、 み ん な が 詰まっ た 
と いう と ころ を 調整 し て いき まし た 。 

ー エキ スト ラビ ジョ ン は 雛 し いで すね 。 
石田 あの ステ ー ジ は 別格 で す 。 実は 、 称 
も 最初 は 解け みな か っ た ん で す ( 笑 )。 マ ッ 









上 の 設定 画 は 、 ジ オブ ブ の 住人 の イメ ー ジ 。 す べ て の 街 
の 住 和信 に 、 こう し た イメ ー ジ を 描い た 設定 画 が 存在 する 。 
も ちろ ん 、 ボ スキ ャ ラク ター や ビジ ョ ン の イメ ー ジ な ど 
に つい て も 同様 だ 。 こ うし た さま ざま な 資料 を も と に 、 
ゲー ム 全 体 の 世界 観 が 構築 され て いく の だ 。 





上 遇 ん 夫 。 

に 縛る "っ ま て 3 すう 

5 上 和 生 0 あれ し いて 7 い 全 
て トム 








プ を 制作 し た 人 に 「 難 し すぎ る か ら 少 し 簡 
単に し て くれ ]」 と 頼ん だ ら 、「 こ れ は だ め 
で す 」 っ て 断ら れ ま し た ( 笑 )。 そ れ で 、 
ー 生 螺 命 練習 し て 解け る よう に な っ た ん で 
す 。 こ れ ま で の も の と 違っ て 、 ア クシ ョ ン 
要素 も 強い で すか ら ね 。 

原 伝 続 な ん で す よ ね 。 エ キス トラ ビジ ョ 
ン が 多少 難し いと いう の は ……。 今 回 は 、 
ちょ っ と どこ ろ じ ゃ な いで すけ ど ( 笑 )。 
ー 最後 に 、 本 書 を 読ん 々 で いる プレ イヤ ー 
に 、 ひ と こと ずつ お 願い いた し ます 。 
石田 アク ショ ン や パズル も で す が 、 ス ト 
ー リ ー に も 感動 で きる と 思い ます 。 ぜ ひ 、 
エン ディ ング まで 見 て くだ さい 。 

原 みな さん に アク ショ ン S パ ズル の お も 
し ろ さ を 知っ て も ら え れ ば 、 う れ し い と 加 
いま す 。 十分 に 業 し ん で くだ さい 。 
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